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ま
ず
初
め
に
、
懐
か
し
の
中
学
校

昇
降
口
前
で
記
念
写
真
を
撮
影
し
ま

し
た
。
そ
の
後
式
典
で
は
、
ス
ー
ツ

や
艶
や
か
な
振
袖
に
身
を
包
ん
だ
成

　
一
一
月
六
日
（
土
）
、
生
坂
村
成
人
式
を
生
坂
中
学
校
体
育
館
で
行
い
、
　

令
和
三
年
で
成
人
を
迎
え
る
皆
さ
ん
一
九
名
が
出
席
し
、
大
人
の
仲
間
入
り
を

し
ま
し
た
。

人
者
の
皆
さ
ん
へ
、
藤
澤
村
長
よ
り

式
辞
が
、
太
田
村
議
会
議
長
よ
り
祝

辞
が
添
え
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

か
ら
お
祝
い
の
こ
と
ば
が
贈
ら
れ
ま

り
ま
す
が
、
精
進
し
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
よ
り
一
層
の
ご
指
導
の
ほ
ど

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。」
と
答
辞

を
述
べ
、
成
人
し
た
決
意
が
示
さ
れ

ま
し
た
。

　
こ
の
後
、
小
学
校
か
ら
中
学
校
ま

で
の
ス
ラ
イ
ド
を
鑑
賞
し
、
映
し
出

さ
れ
た
シ
ー
ン
に
当
時
の
記
憶
を

た
ど
っ
た
り
、
一
人
ず
つ
近
況
を
ス

ピ
ー
チ
し
た
り
と
、
思
い
出
話
や
久

し
ぶ
り
の
再
会
に
皆
で
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。

　
ま
た
、
今
回
は
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
を
使
っ

た
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
参
加
も
可
能

と
し
、
会
場
に
来
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
成
人
者
と
も
、
旧
交
を
温
め

合
っ
て
い
ま
し
た
。

し
た
。

　
新
成
人
を
代
表
し
原

田
愛
加
さ
ん
（
日
岐
）

が
「
皆
様
か
ら
の
お
祝

い
と
お
言
葉
を
い
た
だ

き
背
筋
の
伸
び
る
気
持

ち
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ

こ
に
集
う
仲
間
た
ち
そ

の
誰
も
が
、
社
会
の
中

で
自
分
の
力
を
役
立
て

た
い
と
思
っ
て
い
る
こ

と
に
間
違
い
は
あ
り
ま

せ
ん
。
昨
今
の
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
渦
中

で
も
、
自
分
た
ち
に
で

き
る
こ
と
を
全
う
す
る

こ
と
を
大
切
に
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
未
熟
で
は
あ

　
今
年
で
四
六
回
目
を
迎
え
る
村
の

文
化
祭
が
、
村
内
の
個
人
や
ク
ラ
ブ

な
ど
で
活
動
す
る
皆
さ
ん
か
ら
出
展

を
い
た
だ
き
、
一
一
月
三
日
（
水
）

か
ら
七
日
（
日
）
ま
で
の
五
日
間
農

村
資
料
館
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

　
今
年
度
も
、
赤
と
ん
ぼ
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
の
中
止
に
伴
い
、
文
化
の

日
に
合
わ
せ
て
の
開
催
と
な
り
、
開

催
初
日
に
セ
レ
モ
ニ
ー
な
ど
は
行
わ

ず
、静
か
な
幕
開
け
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
年
も
、
村
内
で
活
動
す
る
サ
ー

ク
ル
や
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
の
作
品
、

公
民
館
教
室
に
参
加
し
て
作
成
し
た

作
品
が
数
多
く
出
展
さ
れ
、
観
覧
さ

れ
た
皆
さ
ん
は
、
一
点
一
点
の
出
来

栄
え
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
個
人
作
品
で
は
、
例
年
展
示
し
て

い
た
だ
い
て
い
る
皆
さ
ん
の
ほ
か

に
、
北
澤
敏
子
さ
ん
（
草
尾
）
の
『
木

目
込
人
形
』
や
、瀬
戸
恵
子
さ
ん
（
上

生
坂
）
の
『
モ
ル
タ
ル
デ
コ
』
な
ど

が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

　
期
間
中
は
九
〇
名
程
の
方
が
訪

れ
、
小
学
校
・
中
学
校
の
児
童
生
徒

の
作
品
や
展
示
発
表
を
見
て
、
感
嘆

の
声
を
漏
ら
し
た
り
、
顔
を
ほ
こ
ろ

ば
せ
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

　
来
年
も
、
大
勢
の
方
の
出
展
と
、

多
く
の
皆
さ
ん
に
来
場
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

素
晴
ら
し
い
作
品
が
立
ち
並
ぶ

素
晴
ら
し
い
作
品
が
立
ち
並
ぶ

第
四
六
回

第
四
六
回  

文
化
祭
展
示
発
表
会

文
化
祭
展
示
発
表
会

節
目
を
祝
う

節
目
を
祝
う

令
和
３
年

令
和
３
年  

生
坂
村
成
人
式

生
坂
村
成
人
式
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今
年
度
も
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
と
な
っ

て
い
る
松
本
山
雅
Ｆ
Ｃ
の
ご
協
力
を

い
た
だ
き
、一
昨
年
、昨
年
に
続
き「
イ

ク
ラ
ン
!!
松
本
山
雅
Ｆ
Ｃ
」
が
一
一
月

二
三
日（
火
）勤
労
感
謝
の
日
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
も
昨
年
同
様
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感

染
拡
大
防
止
対
策
を
講
じ
た
上
で
、

多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力

に
よ
り
、無
事
に
開
催
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、村

内
外
よ
り
一
五
一
名
の
ラ
ン
ナ
ー
が

参
加
し
、総
合
運
動
場
を
ス
タ
ー
ト
・

ゴ
ー
ル
に
、
草
尾
・
昭
津
・
大
日
向
地

続
い
て
九
時
二
五
分
に
は
三
キ
ロ
の
部

四
九
名
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。三
キ

ロ
と
五
キ
ロ
二
つ
の
部
全
員
の
ゴ
ー
ル

を
確
認
し
た
の
ち
、一
〇
時
五
分
に
藤

澤
村
長
の
号
砲
に
よ
り
、一
〇
キ
ロ
の

選
手
の
皆
さ
ん
七
九
名
が
一
斉
に
ス

タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。選
手
の
皆
さ

ん
は
、
周
り
の
声
援
を
受
け
な
が
ら

快
調
に
走
り
出
し
、あ
っ
と
い
う
間
に

見
え
な
く
な
り
ま
し
た
。
今
回
も
前

回
ま
で
と
同
様
に
一
〇
キ
ロ
へ
の
エ
ン

ト
リ
ー
が
一
番
多
く
、第
一
回
目
か
ら

続
け
て
ご
参
加
さ
れ
た
方
や
普
段
か

ら
走
り
こ
ま
れ
て
い
て
足
に
自
信
の

あ
る
選
手
も
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
競
技
終
了
後
の
閉
会
式
は
行
わ
ず
、

コ
ー
ス
ご
と
に
記
録
証
と
参
加
賞
、

一
〇
キ
ロ
の
男
女
一
位
の
選
手
に
は
副

賞
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

区
の
犀
川
沿
い
の
村
道
を
三
キ
ロ
の

部
、五
キ
ロ
の
部
、一
〇
キ
ロ
の
部
の
三

コ
ー
ス
で
走
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、一
〇
キ
ロ
に
は
松
本
山
雅
Ｆ

Ｃ
よ
り
神
田
文
之
社
長
と
元
選
手
で

現
在
は
チ
ー
ム
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
在

籍
さ
れ
る
片
山
真
人
さ
ん
、
今
井
昌

太
さ
ん
、阿
部
琢
久
哉
さ
ん
の
四
名
の

方
に
も
ご
参
加
い
た
だ
き
イ
ベ
ン
ト

を
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
九
時
過
ぎ
よ
り
、
藤
澤
村
長
と
神

田
社
長
か
ら
ご
挨
拶
を
い
た
だ
い
た

あ
と
、
事
務
局
よ
り
注
意
事
項
な
ど

の
ご
案
内
を
し
、九
時
二
〇
分
に
神
田

社
長
の
号
砲
で
五
キ
ロ
の
部
二
二
名
、

　
生
坂
小
学
校
で
は
、
一
一
月
三
〇

日
（
火
）
に
松
本
山
雅
Ｆ
Ｃ
に
よ
る

「
松
本
山
雅
Ｆ
Ｃ
ガ
ン
ズ
く
ん
交
通

安
全
か
る
た
」
の
寄
贈
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
こ
の
か
る
た
は
、
松
本
山
雅
Ｆ
Ｃ

が
、オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
ス
ポ
ン
サ
ー
の
Ｎ

Ｔ
Ｐ
ト
ヨ
タ
信
州
株
式
会
社
の
協
賛

に
よ
り
地
域
の
未
来
を
担
う
子
ど
も

た
ち
の
健
全
な
心
身
の
育
成
を
願
い
、

交
通
安
全
に
つ
い
て
楽
し
み
な
が
ら

学
ぶ
こ
と
を
目
的
と
し
て
制
作
さ
れ

ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
の
市
町

村
の
各
小
学
校
に
贈
呈
し
て
き
て
お

り
、
本
年
度
は
、
生
坂
小
学
校
が
対

象
と
な
り
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
代
表
児
童
と
し
て
小
学

六
年
生
が
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
に
集
合
し

て
、
松
本
山
雅
の
神
田
社
長
を
は
じ

め
、
ス
ポ
ン
サ
ー
関
係
者
や
ス
タ
ッ

フ
の
方
、来
賓
と
し
て
、藤
澤
村
長
や

樋
口
教
育
長
、
駐
在
所
の
古
幡
巡
査

部
長
に
も
ご
参
加
い
た
だ
き
式
典
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
駐
在
所
の
古
幡
巡
査
部
長
に
交
通

安
全
の
お
話
を
聞
い
た
後
、
贈
呈
で

は
、ガ
ン
ズ
く
ん
が
登
場
し
て
、小
学

生
の
代
表
者
に
か
る
た
が
直
接
、
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。そ
の
後
、グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
て
、
教
育
長
が
交
通
安
全

に
関
す
る
読
み
札
を
読
み
上
げ
て
、

か
る
た
取
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
、生
坂
小
学
校
に
は
一
一
セ
ッ

ト
の
か
る
た
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

小
学
生
の
皆
さ
ん
、
交
通
安
全
に
心

が
け
て
、
楽
し
く
か
る
た
取
り
を
し

て
く
だ
さ
い
ね
。

今
年
も
開
催
「
イ
ク
ラ
ン

今
年
も
開
催
「
イ
ク
ラ
ン
!!!!
松
本
山
雅
Ｆ
Ｃ
」

松
本
山
雅
Ｆ
Ｃ
」

松
本
山
雅
Ｆ
Ｃ

松
本
山
雅
Ｆ
Ｃ

交
通
安
全
か
る
た

交
通
安
全
か
る
た

寄
贈
式

寄
贈
式
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生坂小学校金管バンドは４年生８名、５年生１２名、６年生１５名の３５名で活動しています。 

今年度も、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、感染レベルが高くなると、練習を中止しなければならな

かったり、感染レベル４以上になると全体練習ができないので、パート練習をしたりと、思うような練習はでき

ませんでした。しかし、昨年参加できなかった北部吹奏楽祭や、校内音楽会に参加し、発表したいという願いを

持って、練習が出来る時はコロナ対策をしながら活動していました。 

今年度は、心配していたコロナ感染状況も落ちつき、北部吹奏楽祭と音楽会に無事に参加することができ、子

どもたちにとって、良い経験になったと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

初めて参加したので緊張したけれど、全力でできたので

よかったです。             吉井 健琉

すごく緊張したけれど他の学校の演奏がすごかったか

ら、自分も頑張ろうと思って演奏することができました。

平林 隼

今年は、参加することができたので、はりきって演奏す

ることができました。緊張もしたけれど楽しかったです。

藤原 優杏

練習した時よりも、上手にきれいな音で吹けたと思いま

した。本番の緊張感でしっかりと吹けました。最後なの

で参加出来て良かったです。       平林 真依 

少人数でも、しっかり演奏していてすごかった。聴いて

いて楽しかった。            腰原 光星

生坂中のみんながのりのりですごかったです。     

久恒 空楽 

中学生たちの演奏はびっくりするほど上手で、私もあんな中学生になりたいです。新しい目標ができました。他の学

校も少人数なのにまとまっていてすてきな演奏でした。                      市川 結唯 

北部吹奏楽祭よりも、レベルアップできた。リズムにの

って演奏ができた。            濵野 楽 

北部吹奏楽祭よりも、上手に演奏できたし、指揮をしっ

かりと見て吹けたので良かったです。   日岐 愛莉 

自信を持って演奏でき、今までで演奏した中で一番上手に演奏できました。              平林 紗妃

5 年生と教え合って練習できて良かったです。みんなと

一緒に演奏できて楽しかったです。いい思い出になりま

した。                  平林 蘭 

最後の音楽会をやりきれました。これからは、3 年生に

教える側なので、もっと曲がまとまるようにわかりやす

く教えてあげたいです。いままでありがとうございまし

た。                 後藤 杏奈

最初は、吹けなくてつまらないと思っていたけれど、練習していくうちに、できるようになり、金管の楽しさが少しず

つわかってきました。練習をすれば、｢つまんない｣｢やめたい｣から｢楽しい｣に変わるんだなと思いました。報われるま

で努力する。                                          吉井 智哉

♪金管バンド部  今年は 北部吹奏楽祭、音楽会で発表ができました。♪ 

○北部吹奏楽祭に参加した感想 

 

○他の学校の演奏を聴いた感想 

 

 

○音楽会で演奏した感想 

○金管バンドの活動の感想 

小学校だより
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鮭の遡上見学 

チョウザメとのふれあい（ｻｰﾓﾝ科学館） 

歓迎式 

330 度地球が見渡せる開陽台 

絶品グルメの数々 

ポー川でのカヌー体験 

広大な湿原散策 

北方領土学習 

新巻鮭作り体験 

国後島近海での洋上クルーズ体験 

10 月 22 日（金）～10 月 24 日（日）に、２・３年生で北海道標津町へ交流学習に行っ

てきました。標津中、川北中の両中学生をはじめ、体験先の方々に至るまで、町を挙げて

歓迎していただきました。 

この交流事業のおかげで、標津町の皆さんの温かさにふれ、生坂村とは違う生活文化

にふれることができました。また、生坂村の魅力を見つめなおすことにもつながりました。 
今回の交流をこれからの人生に役立てていきたいです。 

中標津空港にて（お見送り） 

中学校だより
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一
一
月
七
日
（
日
）
に
秋
の
大
城
・

京
ヶ
倉
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
ツ
ア
ー
を
開

催
し
ま
し
た
。

　「
大
城
・
京
ヶ
倉
を
広
く
世
に
出

す
会
」
に
よ
り
、
こ
の
時
期
に
見
頃

の
紅
葉
を
山
頂
か
ら
見
て
楽
し
ん
で

い
た
だ
こ
う
と
企
画
し
て
い
る
ツ

ア
ー
で
す
。

　
昨
年
の
春
・
秋
と
今
年
の
春
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

の
影
響
で
、
開
催
中
止
と
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
が
、
感
染
症
拡
大
防
止

策
を
講
じ
、
二
年
振
り
の
開
催
と
な

り
ま
し
た
。

　
村
外
か
ら
二
六
名
の
参
加
者
と
本

会
会
員
、
い
く
さ
か
大
好
き
隊
員
、

観
光
協
会
事
務
局
職
員
一
三
名
の
総

勢
三
九
名
で
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
を
楽
し

み
ま
し
た
。

　
当
日
は
午
前
八
時
に
Ｂ
＆
Ｇ
下
駐

車
場
に
集
合
し
、
出
発
式
後
、
マ
イ

ク
ロ
バ
ス
で
万
平
登
山
口
へ
移
動
し

ま
し
た
。
移
動
後
登
山
口
で
準
備
体

操
を
行
い
、
四
班
に
分
か
れ
、
各
班

一
列
に
な
っ
て
途
中
休
憩
を
挟
み
な

が
ら
、
ゆ
っ
く
り
と
し
た
ペ
ー
ス
で

登
り
ま
し
た
。

参
加
者
の
皆
様
に
は
、
お
土
産
と
し

て
、か
あ
さ
ん
家
の
灰
焼
き
お
や
き
、

お
か
ら
ク
ッ
キ
ー
（
巨
峰
）
と
や
ま

な
み
荘
の
入
浴
券
、
そ
し
て
登
頂
記

念
ピ
ン
バ
ッ
ジ
を
お
渡
し
し
ま
し

た
。

　
今
回
は
、
晴
天
の
中
ツ
ア
ー
を
開

催
す
る
こ
と
が
で
き
、
怪
我
や
リ
タ

イ
ヤ
す
る
方
も
無
く
、無
事
に
ツ
ア
ー

を
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　「
大
城
・
京
ヶ
倉
を
広
く
世
に
出

す
会
」と「
生
坂
村
観
光
協
会
」で
は
、

今
後
も
引
き
続
き
登
山
道
整
備
や
ツ

ア
ー
の
開
催
、
宣
伝
、
Ｐ
Ｒ
な
ど
地

域
振
興
の
た
め
の
活
動
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　
お
お
こ
ば
見
晴
台
や
馬
の
背
か
ら

の
眺
望
を
楽
し
み
な
が
ら
生
坂
の
秋

を
堪
能
し
て
い
た
だ
き
、
京
ヶ
倉
山

頂
で
は
班
ご
と
に
記
念
撮
影
を
し
ま

し
た
。

　
京
ヶ
倉
山
頂
で
は
、
ツ
ア
ー
参
加

者
以
外
に
も
多
く
の
一
般
登
山
者
が

お
り
、
大
変
賑
わ
っ
て
い
て
今
ま
で

の
Ｐ
Ｒ
や
登
山
道
整
備
を
続
け
て
き

た
成
果
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　
大
城
山
頂
に
て
軽
食
を
と
り
、
下

生
坂
眠
り
峠
を
通
っ
て
、
下
山
し
ま

し
た
。

　
今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
対
策
の
た
め
、
例
年
実
施
し
て
い

た
交
流
会
は
中
止
と
し
ま
し
た
が
、

　
山
清
路
金
戸
山
百
体
観
音
保
存
会

と
教
育
委
員
会
、公
民
館
の
共
催
で
、

一
一
月
三
日（
水
）の
文
化
の
日
に
合

わ
せ
て「
み
ん
な
で
登
っ
て
　
金
戸

山
で
ナ
ゾ
を
と
く
」
と
題
し
、ク
イ
ズ

や
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
こ
の
金
戸
山
百
体
観
音
め
ぐ
り

は
、
毎
年
文
化
の
日
に
行
っ
て
い
ま

す
が
、
昨
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
中
止
と

な
っ
て
お
り
、
二
年
ぶ
り
の
開
催
と

な
り
ま
し
た
。

　
当
日
は
、肌
寒
い
陽
気
で
し
た
が
参

加
者
の
皆
さ
ん
は
、有
識
者
の
山
越
正

義
先
生
の
説
明
を
聞
き
な
が
ら
、
ト

レ
ッ
キ
ン
グ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
山
中
に
は
、
百
体
観
音
に
ま
つ
わ

る
ク
イ
ズ
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
金

戸
山
の
標
高
や
、
百
体
観
音
の
由
来

を
当
て
る
問
題
な
ど
に
挑
戦
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
来
年
度
も
一
一
月
三
日「
文
化
の

日
」
に
合
わ
せ
て
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

を
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

歩
こ
う
部
活
動
紹
介

歩
こ
う
部
活
動
紹
介

金
戸
山
で
百
体
観
音
の

金
戸
山
で
百
体
観
音
の

ク
イ
ズ
に
挑
戦

ク
イ
ズ
に
挑
戦

巡
礼
巡
礼  

金
戸
山
百
体
観
音

金
戸
山
百
体
観
音

紅
葉
の
大
城
・
京
ヶ
倉
に
登
ろ
う
！

紅
葉
の
大
城
・
京
ヶ
倉
に
登
ろ
う
！

秋
の
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
ツ
ア
ー

秋
の
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
ツ
ア
ー
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今
年
も
残
す
と
こ
ろ
数
日
と
な
り

ま
し
た
。一
年
間
、
道
の
駅
い
く
さ
か

の
郷
を
ご
愛
顧
い
た
だ
き
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
一
一
月
、
直
売
所
で
は
、
梨
、
柿
、

長
芋
、自
然
薯
、な
め
こ
、し
い
た
け
、

ヒ
ラ
タ
ケ
、
ネ
ギ
、
白
菜
、
ほ
う
れ
ん

草
、
カ
ブ
、
大
根
、
野
沢
菜
、
カ
リ
フ

ラ
ワ
ー
、豆
類
な
ど
、地
元
産
の
新
鮮

な
農
産
物
が
生
産
者
の
皆
さ
ん
か
ら

出
荷
さ
れ
、
大
勢
の
お
客
様
に
お
買

い
求
め
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
一
一
月
六
日（
土
）
に
は
、

県
産
食
材
「
食
べ
て
応
援
」
地
域
内

消
費
推
進
事
業
を
活
用
し
て
、
信
州

プ
レ
ミ
ア
ム
牛
肉
、
信
州
サ
ー
モ
ン
、

信
州
黄
金
シ
ャ
モ
の
注
文
受
付
を
行

い
、二
三
日（
火
）の
勤
労
感
謝
の
日

に
合
わ
せ
て
商
品
を
お
渡
し
し
ま
し

た
。

　
ど
の
商
品
も
立
派
で
、
お
買
い
上

げ
さ
れ
た
皆
様
に
、
各
ご
家
庭
な
ど

で
味
わ
っ
て
も
ら
い
、
大
変
満
足
し

て
い
た
だ
け
ま
し
た
の
で
、
こ
れ
を

き
っ
か
け
に
県
産
食
材
へ
の
関
心
が

さ
ら
に
高
ま
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、一
一
月
二
〇
日（
土
）
に

は
、
毎
月
第
三
土
曜
日
恒
例
の
特
産

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

防
止
の
た
め
お
休
み
し
て
い
た
歩
こ

う
部
の
活
動
が
、
一
〇
月
か
ら
再
開

し
て
い
ま
す
。
今
回
は
一
一
月
の
歩

こ
う
部
の
活
動
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
一
一
月
二
日
は
、
小
立
野
公
民
館

前
集
合
で
、
北
ア
ル
プ
ス
展
望
と
犀

川
コ
ー
ス
で
し
た
。
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

前
の
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
の
時
は
少
し

冷
た
い
風
を
感
じ
て
い
ま
し
た
が
、

歩
き
始
め
る
と
心
地
よ
い
風
に
変
わ

り
、
紅
葉
が
始
ま
っ
た
犀
川
沿
い
の

道
を
そ
れ
ぞ
れ
の
ペ
ー
ス
で
一
時
間

ち
ょ
っ
と
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し

み
ま
し
た
。
こ
の
コ
ー
ス
は
ハ
ナ
モ

モ
の
花
が
咲
く
時
期
も
と
て
も
素
敵

な
景
色
に
な
る
の
で
、
来
春
も
楽
し

み
な
コ
ー
ス
で
す
。

　
一
一
月
九
日
は
、
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ

ン
タ
ー
で
け
ん
玉
講
座
が
あ
り
ま
し

た
。
作
業
療
法
士
の
先
生
と
け
ん
玉

を
使
っ
て
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
を
し
ま
し

市
を
開
催
し
、
お
じ
さ
ま
倶
楽
部
の

「
信
州
ひ
す
い
そ
ば
」、
女
・
人
竹
っ
こ

く
ら
ぶ
の「
竹
っ
こ
お
や
き
」「
竹
っ

こ
弁
当
」、
こ
な
も
ん
工
房
の「
石
窯

焼
き
ピ
ザ
」
に
加
え
、
商
工
会
青
年

部
の
皆
さ
ん
が
、
大
阪
焼
き
を
販
売

し
て
、
会
場
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま

し
た
。

　
各
団
体
の
皆
さ
ん
、
道
の
駅
い
く

さ
か
の
郷
を
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
き

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
道
の
駅
い
く
さ
か
の
郷
で
は
、
お

客
様
に
安
心
し
て
ご
利
用
い
た
だ
く

た
め
、
引
き
続
き
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
防
止
対
策
を
講
じ
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

た
。
手
を
使
っ
て
、
足
を
使
っ
て
、

け
ん
玉
を
乗
せ
た
り
、動
か
し
た
り
、

意
外
と
普
段
使
わ
な
い
筋
肉
を
使
っ

た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
最
後
に
み
ん

な
で
足
を
使
い
、
け
ん
玉
を
乗
せ
る

リ
レ
ー
を
し
ま
し
た
が
、
み
な
さ
ん

と
っ
て
も
上
手
に
落
と
さ
ず
に
で
き

て
、最
後
は
み
ん
な
で
笑
顔
に
な
り
、

拍
手
で
終
わ
っ
て
と
っ
て
も
楽
し

か
っ
た
で
す
。

　
一
一
月
一
七
日
は
、
南
部
交
流
セ

ン
タ
ー
集
合
で
、
下
生
野
か
ら
日
岐

ま
で
の
往
復
で
一
時
間
弱
の
メ
タ
ボ

解
消
コ
ー
ス
で
し
た
。
コ
ー
ス
途
中

の
史
跡
に
つ
い
て
の
話
題
か
ら
、
冬

支
度
の
話
題
ま
で
出
て
、
終
始
笑
顔

い
っ
ぱ
い
で
楽
し
み
ま
し
た
。
紅
葉

し
た
木
々
の
間
か
ら
陽
の
光
が
映
え

て
見
え
る
川
面
は
と
て
も
き
れ
い
で

し
た
。

　
毎
回
一
三
～
一
五
名
の
参
加
が
あ

り
、
無
理
な
く
自
分
の
ペ
ー
ス
で
歩

い
て
い
ま
す
。
会
話
や
景
色
を
楽
し

み
な
が
ら
歩
い
て
心
身
と
も
に
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
し
ま
し
ょ
う
。

　
こ
れ
か
ら
寒
い
時
期
に
な
る
と

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
機
会
も
減
っ
て
き

ま
す
。
歩
こ
う
部
で
は
、
屋
内
で
の

運
動
の
機
会
も
あ
り
ま
す
の
で
、
脚

力
や
体
力
に
自
信
が
な
い
と
思
わ
れ

て
い
る
方
も
ぜ
ひ
お
気
軽
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

　
寒
さ
と
運
動
不
足
で
身
体
が
か
た

く
な
り
が
ち
で
す
。
テ
レ
ビ
を
見
な

が
ら
や
、
お
風
呂
上
が
り
に
な
ど
、

ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
を
毎
日
の
生
活
の

中
に
取
り
入
れ
て
み
ま
し
ょ
う
。

道
の
駅
い
く
さ
か
の
郷
だ
よ
り

道
の
駅
い
く
さ
か
の
郷
だ
よ
り

歩
こ
う
部
活
動
紹
介

歩
こ
う
部
活
動
紹
介
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事業区分 支援事業例

地域協働の推進 ・地域協働にもとづく道普請
・地域づくり市民フォーラムの開催

保健、医療、福祉の充実 ・活動量計等を活用した健康づくり促進のための環境整備
・障がい児者、高齢者等を対象とした口腔ケア
・子育て支援を行うためのネットワークづくり

教育、文化の振興 ・伝統文化の保存、伝承事業
・外国籍市民との交流事業
・食育シンポジウムの開催
・文化 ･ スポーツ振興のための交流イベントの開催や環境整備

安全・安心な地域づくり ・防災対策や防災意識の向上に資する事業
・住民支え合い防災マップの作成
・救命救急講習会の開催
・自主防災組織の活性化支援

環境保全、景観形成 ・自然エネルギーの普及・拡大に関する事業
・公園や里山の遊歩道整備・花木の植樹
・ホタルの飛び交う自然環境の再生事業
・地域の貴重な財産を後世に残すための景観整備
・その他美しい景観の形成に資する事業

産業振興、雇用拡大
（観　光）
（農　業）
（林　業）
（商　業）
（その他）

・観街歩きガイドブックの作成、観光ボランティアの育成
・遊休荒廃農地の復元事業
・間伐材を活用した木炭の生産支援、森林体験学習事業
・商店街活性化イベントの開催、空店舗を活用した定期市の開催
・工業展等の開催、特産品開発、技術者養成講座の開催
・障がい者、女性、若者の雇用促進及び就業・定住支援事業

その他 ・移住希望者に対する暮らしや仕事を体験する場の提供
・結婚活動を支援するための出会いの機会の提供

令和4年度 「地域発 元気づくり支援金」の
事業を募集します

　長野県では、令和４年度の「地域発 元気づくり支援金」の事業募集を行います。この支援金は、市町村だ
けでなく、地域づくりを行うグループや協議会など幅広い団体を支援対象としていることから、「地域をよく
したい」「こんな活動をしてみたい」などの地域づくりの支援要望がありましたら、奮ってご応募ください。

◎ 支援対象事業及び対象事業例

　自らの知恵と工夫により自主的、主体的に取り組む地域の元気を生み出すモデル的で発展性のある事業に対
して、必要な経費を支援します。

※表記の事業は参考であって、あくまで県で示す一例です。
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生坂村で本年度 地域発 元気づくり支援金事業に採択された事業は下記のとおりです。
【村事業】

事業名 支援金額
（千円） 事業内容

◎生き活きいくさか農業所得向上応援
プログラム事業

3,573

　通年農産物栽培ができる施設園芸農業の基盤整備を行い、集落営農組織や村内有
志団体に貸し付けを行う。施設で栽培した農作物を農産物直売所「いくさかの郷」に
出荷してもらい、一年を通して安心・安全な地元産野菜を販売できる提供体制を整備
する。

◎「自らの命は自らが守る」災害リ
スクマネジメント事業

2,531
　地区の防災リーダーとして防災士を育成し、防災講演会や防災訓練を通じて、地域
防災力の向上を図る。また、要配慮者支援マニュアルの作成・配布や村指定避難所施
設のデータベース化を行う。

◎松本山雅と「新・心・進！」地域の
元気をつくる事業

1,801 　ホームタウンである松本山雅ＦＣと連携し、村民の健康増進に繋がる講座を開催す
るほか、村外からも参加できるランニングイベントを開催する。

◎中山間地の畔刈り応援事業 2,590 　村内の集落営農組織や団体等が活用できる遠隔で操作する草刈機を整備して、活
動を支援する。また、農作業の事故防止のための講習会やチラシによる広報を行う。

◎ＳＯＹ・ソイ・ＷＯＲＫ・ワク事業 781 　村内産大豆の加工品の特産化を推進するため、加工機械の整備や普及啓発等の取
り組みを行う。

５事業 11,276 村　事　業　・　計

【団体事業】

事業名（団体名） 支援金額
（千円） 事業内容

◎Ｌet' enjoyいくさかを五感で感じる
観光事業（生坂村観光協会）

2,051 　道の駅にレンタサイクルを整備して、村内の周遊観光を促進し、観光ピンバッジに
よるキャンペーン事業を行う。

◎地域まるごと安心・安全ネットワー
ク事業（大日向葡萄生産組合）

958
　大日向区内に農作物盗難や不審者等の犯罪の抑止を強化するため、防犯カメラや
防犯看板を整備する。また、ぶどう農家と、地区住民が連携して、区内の防犯活動や
啓発活動を行う。

◎住民と子供たちによる災害に負けな
い地域防災活動事業

　（防災に取組むみんなの知恵袋の会）
476 　災害発生時に適切な対応ができる技術を身に着けるため、村内の子どもから高齢者

までの方を対象に広場やデイキャンプでの体験イベントを実施する。

3 事業 3,485

合計 8 事業 14,761

◎支援対象者
・市町村、公共的団体等（県内に事務所を有し、公共的活動
　または地域の活性化に資する活動を営む団体）

◎支 援 内 容

事業 補助率 重点テーマに該当する
場合の補助率

ソフト事業 ３/ ４以内 ４/ ５以内
ハード事業 ２/ ３以内 ３/ ４以内
・ハード事業：道路、水路、建物等の建設または改修、
　　　　　　　１件 10 万円以上の備品の取得など
・ソフト事業：ハード事業以外

　補助限度額　　・補助額の下限 30 万円

◎県の担当者による事前相談会
・「計画書の書き方がわからない！」、「この経費は対象にしてよいの？」など事業計画書の提出前の疑問に県の

担当者がお答えします。事前相談会への申し込みは、役場村づくり推進室（℡０２６３－６９－３１１１）ま
でご連絡ください。

〇日　時　　令和４年１月６日（木）　9:30 ～ 16:00
〇場　所　　生坂村役場　1 階　応接室

◎応募・問い合わせ等
・直接の受付は松本地域振興局 企画振興課となりますが、申請や応募については、役場にてご相談、対応をい

たしますので、応募を予定される団体やグループの方、またお問い合わせにつきましては、役場村づくり推
進室（℡０２６３-６９-３１１１）までご連絡ください。

【提出期限の都合もありますので、１月上旬までにお問い合わせ等をお願いいたします。】

地域まるごと安心・安全ネットワーク事業
（大日向葡萄生産組合）



10

　
一
一
月
一
日
（
月
）
に
、
生
坂
小

学
校
二
学
年
一
二
名
の
児
童
の
皆
さ

ん
が
、
生
坂
村
産
大
豆
を
使
っ
て
豆

腐
作
り
の
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

　
体
験
し
た
二
年
生
の
皆
さ
ん
は
、

今
年
、
学
校
の
農
園
で
大
豆
栽
培
を

行
っ
て
お
り
、
豆
腐
作
り
は
そ
の
事

業
の
一
環
だ
そ
う
で
す
。

　
今
回
は
、
小
学
校
低
学
年
な
の
で

安
全
面
を
考
慮
し
、
見
学
と
体
験
を

織
り
交
ぜ
て
行
い
ま
し
た
。

　
児
童
の
皆
さ
ん
は
、
小
学
校
か
ら

加
工
施
設
ま
で
元
気
よ
く
歩
い
て
来

ら
れ
、
身
支
度
を
整
え
て
か
ら
手
を

し
っ
か
り
洗
い
、
体
験
が
始
ま
り
ま

し
た
。

　
大
豆
を
煮
る
工
程
ま
で
は
予
め
準

備
を
進
め
て
お
き
、
そ
こ
か
ら
豆
乳

と
お
か
ら
に
分
け
る
作
業
か
ら
見
学

を
行
い
、
機
械
か
ら
出
て
く
る
豆
乳

を
見
た
後
、
作
り
立
て
の
豆
乳
を
試

飲
し
て
「
お
い
し
い
！
」
と
歓
声
を

上
げ
て
い
ま
し
た
。

　
お
か
ら
は
、
各
自
袋
詰
め
を
行
い

家
で
の
お
か
ら
の
食
べ
方
を
話
し
な

が
ら
、
う
れ
し
そ
う
に
た
く
さ
ん
詰

め
て
い
ま
し
た
。

い
ま
し
た
。出
来
上
が
っ
た
豆
腐
を
、

皆
で
冷
た
い
水
槽
に
移
し
て
冷
や

し
、
十
分
に
冷
え
た
後
、
公
社
職
員

が
学
校
へ
届
け
ま
し
た
。

　
児
童
の
皆
さ
ん
に
は
、
豆
腐
作
り

の
機
械
や
作
業
工
程
に
大
変
興
味
を

持
っ
て
楽
し
そ
う
に
体
験
し
て
い
た

だ
き
、
公
社
職
員
も
楽
し
く
作
業
を

行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
生
坂
村
産
大
豆
か
ら
作
る
お
い
し

い
豆
腐
の
事
を
知
っ
て
も
ら
い
、
豆

腐
が
家
庭
の
食
卓
や
学
校
給
食
の
メ

ニ
ュ
ー
に
出
さ
れ
た
時
、
こ
の
体
験

の
事
を
思
い
出
し
て
い
た
だ
け
た
ら

う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
体
験
事
業
は
、
令

和
三
年
度
長
野
県
地
域
発
元
気
づ

く
り
支
援
金
事
業
（SO

Y

・
ソ
イ
・

W
O
RK

・
ワ
ク
事
業
）
を
活
用
し
て
、

村
が
主
催
し
、
生
坂
村
農
業
公
社
の

ご
協
力
に
よ
り
行
い
ま
し
た
。

　
お
ぼ
ろ
豆
腐
状
態
の
豆
腐
も
試
食

し
「
お
か
わ
り
し
た
い
！
」
と
、
と

て
も
お
い
し
か
っ
た
よ
う
で
す
。

　
そ
の
後
、
型
に
流
し
入
れ
る
体
験

を
一
人
ず
つ
行
い
ま
し
た
。

　
公
社
職
員
が
最
初
に
お
手
本
を
見

せ
て
、同
じ
様
に
児
童
の
皆
さ
ん
が
、

上
手
に
型
へ
流
し
込
ん
で
い
る
姿
に

は
感
心
し
ま
し
た
。
豆
腐
が
固
ま
る

ま
で
、
生
坂
村
で
採
れ
た
大
豆
の
豆

を
サ
ヤ
か
ら
む
く
作
業
を
し
、
大
事

そ
う
に
ポ
ケ
ッ
ト
に
し
ま
っ
て
い
ま

し
た
。

　
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
型
に
入

れ
た
豆
腐
が
固
ま
る
と
、
公
社
職
員

が
豆
腐
を
切
っ
て
パ
ッ
ク
詰
め
を
行

い
、
機
械
で
仕
上
げ
る
様
子
を
真
剣

に
見
学
し
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、

職
員
に
は
一
日
に
ど
れ
く
ら
い
豆
腐

を
作
る
の
か
、
ど
こ
で
売
っ
て
い
る

の
か
な
ど
、
積
極
的
に
質
問
も
し
て

　
生
坂
村
観
光
協
会
で
は
、
生
坂
村

の
サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
促
進
の
た

め
、
令
和
三
年
度
元
気
づ
く
り
支
援

金
事
業
を
活
用
し
て
、
電
動
ア
シ
ス

ト
付
き
自
転
車
「E-bike

」
を
導
入

し
無
料
で
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

　E-bike

は
大
人
用
が
四
台
、
子
供

用
が
二
台
の
合
計
六
台
用
意
し
、
ご

家
族
や
ご
友
人
な
ど
幅
広
い
皆
様
で

お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま
す
。

　
生
坂
村
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
で
あ

る
、
ス
カ
イ
ス
ポ
ー
ツ
公
園
や
高
津

屋
森
林
公
園
な
ど
へ
通
じ
る
道
路
は

狭
い
箇
所
が
多
く
、
特
に
不
慣
れ
な

方
に
と
っ
て
は
、
車
で
の
移
動
は
か

え
っ
て
負
担
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
し

ま
い
ま
す
。

　
小
回
り
が
利
き
、
勾
配
が
き
つ
い

道
で
も
電
動
ア
シ
ス
ト
で
進
め
る

E-bike

を
移
動
手
段
と
す
る
こ
と

で
、
生
坂
村
内
を
巡
り
、
魅
力
を
見

つ
け
て
み
る
の
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。

　
ま
た
、
Ｍ
Ｔ
Ｂ
ク
ロ
ス
カ
ン
ト

リ
ー
の
元
五
輪
選
手
で
あ
る
鈴
木
雷

太
さ
ん
監
修
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ
コ
ー

ス
も
策
定
し
、
初
め
て
村
に
来
る
方

で
も
気
軽
に
村
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を

巡
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
い
た
し

ま
し
た
。

　
観
光
客
の
皆
様
の
滞
在
時
間
を
延

ば
し
、
満
足
度
を
向
上
さ
せ
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
村
内
事
業
者
、
施
設
の

皆
様
の
経
済
効
果
の
増
加
も
目
指
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
寒
い
季
節
と
な
っ
て
し
ま
い
、
な

か
な
か
サ
イ
ク
リ
ン
グ
と
い
う
時
期

で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
か
ら

暖
か
い
季
節
を
迎
え
た
際
に
は
、
ぜ

ひE-bike

で
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ
を

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、生
坂
村
観
光
協
会（
☎

〇
二
六
三-

六
九-

三
一
一
二
）
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

生坂村をE-bike で駆け巡ろう！生坂村をE-bike で駆け巡ろう！
E-bike のレンタサイクルを導入E-bike のレンタサイクルを導入

自
分
た
ち
が

自
分
た
ち
が

　
育
て
た
大
豆
で

　
育
て
た
大
豆
で

　
　「
豆
腐
作
り
体
験
」

　
　「
豆
腐
作
り
体
験
」
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生
坂
農
業
未
来
創
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
会
議
で
は
、一
一
月
四
日
、
五
日
の

両
日
、
南
信
方
面
で
の
視
察
研
修
を

実
施
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
視
察
研
修
は
、
道
の
駅
農

産
物
直
売
所
の
運
営
お
よ
び
地
域
活

性
化
の
強
化
策
等
に
向
け
た
実
態
調

査
を
目
的
と
し
て
、
飯
田
市
農
業
課
、

道
の
駅
信
州
新
野
千
石
平
、
有
限
会

社
天
龍
農
林
業
公
社
、
株
式
会
社
ア

ト
リ
エ
デ
フ
、た
て
し
な
自
由
農
園
に

お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
取
り
組
み
を

伺
っ
た
り
、意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。

　
飯
田
市
で
は
、
農
業
に
興
味
が
あ

る
都
市
住
民
と
繁
忙
期
に
人
手
を
必

要
と
す
る
農
家
を
繋
ぐ
ワ
ー
キ
ン
グ

り
、竹
チ
ッ
プ
や
竹
炭
を
作
り
、土
壌

改
良
材
と
し
て
の
活
用
や
化
学
肥
料

を
使
わ
な
い
作
物
づ
く
り
を
推
奨
し

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
竹
資
源
の
持
続
的
な
利
用

と
新
た
な
用
途
の
研
究
を
地
域
住
民

や
大
学
と
連
携
し
て
行
う
な
ど
、
限

り
あ
る
資
源
を
有
効
活
用
す
る
活
動

等
に
つ
い
て
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
そ
の
他
、「
有
限
会
社
天
龍
農
林
業

公
社
」
で
は
、
遊
休
農
地
拡
大
防
止

策
に
つ
い
て
、「
道
の
駅
信
州
新
野
千

石
平
」お
よ
び「
た
て
し
な
自
由
農
園
」

で
は
、
農
産
物
直
売
所
の
運
営
に
つ

い
て
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
お
伺
い

し
ま
し
た
。

　
今
回
の
視
察
で
学
ん
だ
他
地
域
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、今
後
、村
の

農
業
振
興
と
産
業
振
興
の
活
性
化
推

進
に
活
か
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ホ
リ
デ
ー
な
ど
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　
こ
の
取
り
組
み
は
、
平
成
一
〇
年

度
か
ら
実
施
し
て
お
り
、
令
和
元
年

度
ま
で
に
延
べ
七
六
〇
三
人
を
受
入

れ
、一
二
名
が
定
住
し
、四
五
名
が
就

農
し
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
農
業
労
働
力
確
保

に
繋
が
っ
た
と
と
も
に
、
適
期
作
業

の
効
率
が
上
が
り
、
生
産
性
の
向
上

と
品
質
の
向
上
が
見
ら
れ
、
高
齢
農

業
従
事
者
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ

プ
や
、
農
業
経
営
の
維
持
継
続
が
図

ら
れ
た
な
ど
の
お
話
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
株
式
会
社
ア
ト
リ
エ
デ
フ
は
、
自

然
素
材
を
使
っ
た
安
心
・
安
全
な
家

づ
く
り
を
し
な
が
ら
、
自
然
と
人
に

無
理
の
な
い
暮
ら
し
を
提
案
し
、
持

続
可
能
な
地
域
社
会
や
サ
ー
キ
ュ

ラ
ー
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
実
現
、SD

Gs

に
力
を
入
れ
て
い
る
会
社
で
す
。

　
同
社
は
、
薪
、
竹
、
生
ご
み
堆
肥
、

雨
水
を
利
用
す
る
な
ど
、
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
循
環
ま
で
を
実
現
す
る
家

づ
く
り
を
提
案
す
る
と
と
も
に
、
放

置
竹
林
問
題
に
も
取
り
組
ん
で
お

　
今
年
は
い
つ
ま
で
も
残
暑
が
続
き
、

野
沢
菜
が
例
年
よ
り
早
く
生
長
し
ま

し
た
が
、一
一
月
に
入
り
、
北
か
ら
雪

の
便
り
が
聞
か
れ
る
様
に
な
っ
て
か

ら
、幾
度
か
霜
に
も
当
っ
て
旨
味
が
増

し
、い
つ
も
ど
お
り
の
美
味
し
い
野
沢

菜
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
年
も
か
あ
さ
ん
家
で
は
、一
一
月

下
旬
に
二
日
間
か
け
て「
お
じ
さ
ま
倶

楽
部
」の
皆
さ
ん
に
作
っ
て
い
た
だ
い

た
野
沢
菜
を
漬
け
込
み
ま
し
た
。一
〇

月
に
漬
け
込
ん
だ
分
と
合
わ
せ
て
、

四・五
ト
ン
の
野
沢
菜
を
漬
け
込
み
ま

し
た
。

　
野
沢
菜
の
お
ま
ん
じ
ゅ
う
や
、野
沢

菜
が
い
っ
ぱ
い
入
っ
た
野
沢
菜
ミ
ッ
ク

ス
の
お
や
き
が
好
評
で
、年
間
通
し
て

使
う
た
め
、
こ
の
時
期
に
沢
山
漬
け

込
み
ま
す
。

　
漬
け
込
み
の
日
は「
か
あ
さ
ん
家
」

の
定
休
日
を
利
用
し
て
、
大
勢
で
額

に
汗
を
か
き
な
が
ら
作
業
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、冬
の
寒
さ
の
中
で
し
っ
か
り

熟
成
し
て
漬
か
り
込
ん
だ
頃
、二
週
間

ほ
ど
か
け
て
加
工
し
て
い
き
ま
す
。味

付
け
し
た
野
沢
菜
は
年
間
通
し
て
使

う
た
め
、味
が
落
ち
な
い
よ
う
に
真
空

パ
ッ
ク
し
て
冷
凍
保
存
し
ま
す
。

　
野
沢
菜
漬
は
、「
信
州
の
味
」
と
し

て
の
認
知
度
も
高
く
、
県
外
か
ら
の

注
文
も
た
く
さ
ん
あ
る
こ
と
か
ら
、一

年
中
切
ら
さ
な
い
よ
う
に
提
供
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
か
あ
さ
ん
家
」年

始
の
イ
ベ
ン
ト
情
報

◦
一
月
五
日
（
水
）
新
春
特
別
セ
ー
ル

　（
先
着
百
名
様
福
豆
進
呈
）お
ま
ん

じ
ゅ
う
、豆
腐
な
ど
、割
引
価
格
に
て

販
売
し
ま
す
。

◦
一
月
か
ら
二
月
ま
で
「
か
あ
さ
ん

家
思
い
や
り
月
間
」
で
す
。

　
七
五
歳
以
上
の
方
は
、食
堂
で
の
う

ど
ん
メ
ニ
ュ
ー
は
、
全
て
一
〇
〇
円
引

き
に
な
り
ま
す
。

野
沢
菜
漬
けか

あ
さ
ん
家

　
遠 

藤

　
正 

美

生
坂
農
業
未
来
創
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議

生
坂
農
業
未
来
創
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議

山
村
活
性
化
対
策
事
業
視
察
研
修
報
告

山
村
活
性
化
対
策
事
業
視
察
研
修
報
告



12

歯
周
病
と
糖
尿
病
の
関
係

　
糖
尿
病
と
歯
周
病
は
お
互
い
に
悪

影
響
を
及
ぼ
す
関
連
が
わ
か
っ
て
い

ま
す
。

　
糖
尿
病
は
、
イ
ン
ス
リ
ン
と
い
う

ホ
ル
モ
ン
が
効
き
に
く
い
状
態
に
な

り
、
血
糖
値
が
高
く
な
っ
て
い
る
状

態
の
こ
と
で
す
。

　
歯
周
病
の
原
因
は
歯
の
表
面
に
付

着
し
て
い
る「
プ
ラ
ー
ク
」い
わ
ゆ
る

磨
き
残
し
の
歯
垢
で
す
。
プ
ラ
ー
ク

は
主
に
細
菌
で
構
成
さ
れ
て
い
て
、

そ
の
中
に
は
歯
周
病
菌
も
含
ま
れ
ま

す
。
歯
周
病
菌
は
歯
と
歯
肉
の
隙
間
、

「
歯
周
ポ
ケ
ッ
ト
」
で
増
殖
す
る
こ
と

で
歯
肉
に
炎
症
を
起
こ
し
、
さ
ら
に

歯
を
支
え
て
い
る
骨
を
破
壊
し
て
し

ま
い
ま
す
。

　
歯
周
病
治
療
の
基
本
に
な
る
の
が
、

歯
周
病
の
原
因
で
あ
る
プ
ラ
ー
ク
を

取
り
除
く
プ
ラ
ー
ク
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

で
す
。
プ
ラ
ー
ク
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
、

患
者
さ
ん
自
身
が
行
う
セ
ル
フ
ケ
ア

と
、
歯
科
医
院
で
行
う
プ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ナ
ル
ケ
ア
で
成
り
立
っ
て
い
ま

す
。
プ
ラ
ー
ク
が
石
灰
化
し
て
歯
に

固
く
こ
び
り
つ
い
た
歯
石
は
、
器
械

的
に
除
去
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
ス
ケ
ー
リ
ン
グ
・
ル
ー
ト
プ

レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
う
こ
と
で
血
糖
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
が
改
善
す
る
事
が
明
ら

か
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
日
本
を
含
め
世
界
各
国
で
臨
床

研
究
が
行
わ
れ
、
糖
尿
病
を
患
っ
て

い
る
患
者
さ
ん
に
た
い
し
て
ブ
ラ
ッ

シ
ン
グ
指
導
と
歯
石
除
去
を
行
っ
た

と
こ
ろ
、
二
型
糖
尿
病
患
者
を
対
象

と
し
た
多
く
の
研
究
で
血
糖
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
の
指
標
で
あ
る
ヘ
モ
グ
ロ
ビ

ン
Ａ
ｌ
Ｃ
が
低
下
す
る
こ
と
が
示
さ

れ
ま
し
た
。こ
の
と
き
、イ
ン
ス
リ
ン

抵
抗
性
の
指
標
も
同
時
に
下
が
っ
て

い
る
事
も
複
数
の
研
究
で
報
告
さ
れ

て
い
ま
す
。
糖
尿
病
と
歯
周
病
は
お

互
い
に
影
響
を
与
え
て
い
る
も
の
の
、

適
切
な
歯
周
病
の
治
療
に
よ
り
血
糖

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
改
善
で
き
る
事
を

示
し
て
い
ま
す
。生

坂
村
歯
科
診
療
所

　
こ
の
歯
周
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
、炎
症
に

関
連
し
た
生
理
活
性
物
質
が
体
中
に

放
出
さ
れ
、イ
ン
ス
リ
ン
が
効
き
に
く

く
な
り
、糖
尿
病
が
発
症
・
進
行
し
や

す
く
な
り
ま
す
。ま
た
、岳
向
き
の
関

連
と
し
て
、高
血
糖
状
態
に
あ
る
と
細

菌
感
染
か
ら
、
体
を
守
る
た
め
の
免

疫
機
能
が
低
く
な
っ
て
し
ま
う
た
め
、

歯
周
病
が
発
症
・
進
行
し
や
す
く
な

り
ま
す
。ま
た
、イ
ン
プ
ラ
ン
ト
治
療

の
成
功
率
や
長
期
の
安
定
性
に
、
糖

尿
病
が
影
響
を
与
え
て
い
る
事
も
明

ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
も
残
す
と
こ
ろ
数
日
と
な
り

ま
し
た
。
一
年
間
や
ま
な
み
荘
を
ご

愛
顧
い
た
だ
き
ま
し
て
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
食
堂
で
は
、
一
二
月
二
日
か
ら

二
八
日
ま
で
「
海
鮮
丼
フ
ェ
ア
」
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
カ
ボ
ス
ぶ
り
、

カ
キ
、
信
州
サ
ー
モ
ン
を
メ
イ
ン
に

盛
り
付
け
ま
し
た
。
毎
回
来
て
く
だ

さ
る
方
や
、
フ
ェ
ア
中
数
回
お
召
し

上
が
り
に
な
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
後
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
状
況
が
ど
う
変

わ
っ
て
い
く
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、

こ
の
年
末
年
始
は
穏
や
か
で
あ
っ
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
ど
ん
ど
ん
寒

さ
が
増
し
て
き
ま
す
の
で
、
や
ま
な

み
荘
の
お
風
呂
に
入
っ
て
暖
ま
っ
て

く
だ
さ
い
。

　
令
和
四
年
が
皆
様
に
と
っ
て
良
い

年
で
あ
り
ま
す
こ
と
を
心
よ
り
願
っ

て
い
ま
す
。

の
ん
び
り

湯
っ
た
り

湯
っ
た
り

や
ま
な
み
荘

ゆ

歯
っ
ぴ
ー
た
い
む

り
、
と
て
も
あ
り
が
た

く
思
い
ま
す
。
お
客
様

に
は
「
待
ち
ど
お
し

か
っ
た
よ
」「
ネ
タ
が

新
鮮
で
お
い
し
い
ね
」

と
お
褒
め
の
言
葉
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
今
後

も
フ
ェ
ア
と
し
て
ご
提

供
し
ま
す
の
で
ご
期
待

く
だ
さ
い
。

　
年
末
に
か
け
て
昨
年

よ
り
多
く
の
方
に
忘
年

会
・
お
庚
申
な
ど
で
や

ま
な
み
荘
を
ご
利
用
い

た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
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こ
の
日
は
晴
天

に
恵
ま
れ
た
こ
と

も
あ
り
、「
開
放
的

で
気
持
ち
よ
か
っ

た
」「
授
業（
練
習
）

の
成
果
が
出
せ
て

よ
か
っ
た
」
と
生

徒
も
大
満
足
の
様

子
で
し
た
。

◎
Ｐ
Ｔ
Ａ
環
境
整
備
作
業

　
一
一
月
七
日（
日
）生
徒
三
〇
人
、保

護
者
二
〇
人
、
職
員
一
五
人
、
総
勢

六
五
人
で
毎
年
恒
例
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
環
境

整
備
作
業
を
行
い
ま
し
た
。
　

　
お
よ
そ
九
〇
分

間
で
し
た
が
、
休

憩
を
挟
ま
ず
一
人

ひ
と
り
が
黙
々

と
作
業
を
し
て

い
ま
し
た
。
Ｐ
Ｔ

Ａ
の
お
母
さ
ん
か

ら「
せ
っ
か
く
落

葉
を
い
っ
ぱ
い
集

め
た
の
で
子
ど
も
た
ち
で
焼
き
芋
を

や
っ
た
ら
ど
う
で
す
か
」と
い
う
声
も

聴
か
れ
ま
し
た
。

　
少
し
肌
寒
い

と
は
い
え
、
皆
さ

ん
汗
だ
く
に
な
っ

て
作
業
を
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

　
山
の
よ
う
に

積
み
あ
が
っ
た
落

葉
の
向
こ
う
に
、

こ
の
日
も
常
念

岳
が
頭
を
の
ぞ
か
せ
て
い
ま
し
た
。

　
翌
朝
、出
勤
し
中
庭
を
見
る
と
、昨

朝
の
作
業
前
と
同
じ
く
ら
い
葉
っ
ぱ

が
落
ち
て
い
ま
し
た
。開
い
た
口
が
塞

が
ら
ず
、葉
っ
ぱ
ど
こ
ろ
か
、肩
が
落

ち
ま
し
た
。

　
　
　
　
文
責
　
教
頭
　
堀
内
雅
司

◎
秋
季
ク
ラ
ス
マ
ッ
チ

　
一
一
月
九
日（
火
）一
〇
日（
水
）の

両
日
、ク
ラ
ス
マ
ッ
チ
を
行
い
ま
し
た
。

あ
い
に
く
の
雨
で
し
た
が
、
今
回
は

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、バ
ス
ケ
ッ
ト
、卓
球
、

ド
ッ
チ
ボ
ー
ル
と
い
っ
た
屋
内
競
技
で

あ
っ
た
た
め
、種
目
の
変
更
な
ど
は
な

く
計
画
通
り
に
で
き
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
の
感

染
対
策
を
図
り

つ
つ
も
、感
染
状

況
が
収
束
傾
向

に
あ
っ
た
た
め
、

久
々
に
解
放
感

を
味
わ
え
た
二

日
間
に
な
り
ま

し
た
。

　
特
筆
す
べ
き
は
二
日
目
の
ド
ッ
チ

ボ
ー
ル
で
し
た
。人
に
ボ
ー
ル
を
ぶ
つ

け
る
競
技
だ
け
に
、
特
に
先
輩
と
後

輩
が
対
戦
す
る
ゲ
ー
ム
は
心
配
で
し

た
が
、大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
も
な
く
、そ

ん
な
心
配
を
よ
そ
に
和
気
あ
い
あ
い

と
対
戦
す
る
姿
を
見
て
、
生
徒
た
ち

を
見
直
す
と
と
も
に
、
感
心
さ
せ
ら

れ
ま
し
た
。

◎
ゴ
ル
フ
実
習

　 

一
一
月
一
一
日（
木
）
穂
高
カ
ン
ト

リ
ー
ク
ラ
ブ
の
ご
厚
意
で
会
場
を
お

貸
し
い
た
だ
き
、三
年
生
の
体
育
研
究

と
い
う
選
択
科
目
の
ゴ
ル
フ
実
習
を

行
い
ま
し
た
。

　
当
消
防
局
で
は
、
一
四
台
の
救
急

車
が
フ
ル
稼
働
し
救
急
要
請
に
対

応
し
て
い
ま
す
。
救
急
出
動
件
数
は

年
々
増
加
し
て
お
り
、
そ
れ
に
伴
い

現
場
到
着
時
間
が
遅
く
な
る
傾
向
に

あ
り
ま
す
。
タ
ク
シ
ー
代
わ
り
や
緊

急
度
が
低
い
と
思
わ
れ
る
要
請
が
あ

る
一
方
で
、
我
慢
し
て
症
状
が
悪
化

し
て
か
ら
要
請
す
る
ケ
ー
ス
も
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。
ど
ん
な
時
に
救
急

車
を
呼
ぶ
べ
き
か
再
確
認
し
て
い
た

だ
き
、
救
急
車
を
適
正
に
利
用
し
ま

し
ょ
う
。

●
次
の
よ
う
な
場
合
に
は
急
い
で

　
一
一
九
番
通
報
を
し
ま
し
ょ
う
。

◦
呼
び
か
け
て
も
反
応
が
な
い

◦
苦
し
そ
う
、
息
を
し
て
な
い

●
救
急
車
を
呼
ぶ
か
迷
っ
た
ら

　
小
さ
な
お
子
さ
ん
を
お
持
ち
の

保
護
者
の
方
が
、
休
日
・
夜
間
の
急

な
子
供
の
病
気
・
け
が
に
ど
う
対
処

し
た
ら
よ
い
の
か
、
病
院
の
診
療
を

受
け
さ
せ
た
ほ
う
が
い
い
の
か
な

ど
の
判
断
に
迷
っ
た
と
き
は
、
小
児

科
医
師
・
看
護
師
へ
の
電
話
に
よ
る

相
談
が
で
き
る
小
児
電
話
相
談
事
業

（
＃
八
〇
〇
〇
）
も
あ
り
ま
す
の
で

ご
活
用
く
だ
さ
い
。（
な
お
、
大
人
の

場
合
の
電
話
に
よ
る
統
一
相
談
窓
口

は
、
首
都
圏
な
ど
一
部
地
域
で
は
整

備
済
み
で
す
が
、
長
野
県
で
は
ま
だ

整
備
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。）

　
ま
た
、
総
務
省
消
防
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
内
の
救
急
車
利
用
マ
ニ
ュ
ア

ル
「
救
急
車
を
上
手
に
使
い
ま
し
ょ

う
～
救
急
車
　
必
要
な
の
は
ど
ん
な

と
き
？
～
」
も
あ
わ
せ
て
ご
覧
く
だ

さ
い
。

　
命
に
か
か
わ
る
傷
病
者
は
、
一
刻

も
早
い
救
急
車
の
到
着
を
願
っ
て
い

ま
す
。
救
急
車
の
適
正
利
用
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
は

　
松
本
広
域
消
防
局
　
明
科
消
防
署

　
☎
〇
二
六
三-

六
二-

二
九
九
二

◦
激
し
い
頭
痛
、
腹
痛
、
胸
の
痛
み

◦
大
出
血
し
て
い
る

◦
広
範
囲
に
や
け
ど
を
し
た

◦
け
い
れ
ん
が
続
い
て
い
る

　「
自
家
用
車
が
な
い
」「
か
か
り
つ

け
の
病
院
に
早
く
連
れ
て
行
っ
て
ほ

し
い
」
こ
の
よ
う
な
救
急
要
請
が
多

く
続
く
と
災
害
や
事
故
、
急
病
な
ど

で
生
死
に
か
か
わ
る
よ
う
な
緊
急
度

の
高
い
傷
病
者
が
発
生
し
た
場
合

に
、
迅
速
な
搬
送
が
で
き
な
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
自
家
用
車
で
病
院

に
行
け
な
い
場
合
は
、
民
間
の
搬
送

車
を
利
用
す
る
な
ど
の
手
段
も
あ
り

ま
す
。

　
ど
こ
の
病
院
に
行
け
ば
い
い
か

分
か
ら
ず
困
っ
た
時
に
は
、
松
本
広

域
消
防
局
の
救
急
当
番
医
自
動
音

声
案
内
（
☎
〇
二
六
三
ー
三
五
ー

九
一
一
一
）
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

松
本
広
域
消
防
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
も
救
急
当
番
医
が
案
内
さ
れ
て
お

り
ま
す
。

明
科
高
校
だ
よ
り

明
科
高
校
だ
よ
り

明
科
高
校
だ
よ
り

明
科
高
校
だ
よ
り

明
科
高
校
だ
よ
り

【防災アドバイス】

　松本広域消防局
　　　明科消防署
《救急車の適正利用のお願い》

<〉　
〔松本広域消防局　防災アドバイス〕

バスケットボール！ナイスショット！

名門！穂高カントリー
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食生活改善推進協議会★おすすめレシピ

　凍り豆腐と牛乳、チーズはカルシウムを多く含む食品です。凍り豆腐のグラタンは、これらの食品
を組み合わせた料理で、一日に必要なカルシウム量（成人のカルシウム摂取推奨量650～750mg）
の約半分がとれます。凍り豆腐と野菜がたっぷり使われているのでボリュームがあり、ご飯などの主
食を組み合わせると栄養バランスのよい食事になります。お肉の代わりに凍り豆腐を、ぜひご家庭
でお試しください。

【作り方】

① バットに凍り豆腐を並べて、牛乳200mlを入れて戻

し、軽く水気を絞って、一口大に切る。

② ブロッコリーは小房に分け、熱湯で硬めにゆでる。し

めじは石づきを切り、小房に分ける。玉ねぎは薄切り

にする。

③ フライパンにバターを入れて熱し、玉ねぎとしめじを

入れて炒める。

④ ③に凍り豆腐と残りの牛乳、顆粒コンソメを入れ、蓋を

して５分煮る。

⑤ ④の火を止めて水溶き片栗粉を加えてとろみをつけ

る。ブロッコリーを加えて混ぜ、グラタン皿に等分に入

れる。

⑥ ⑤にチーズを等分にかけ、オーブントースターに入れ

て５～６分程焦げ目がつくまで焼く。

１人分  栄養価

エネルギー　321kcal

タンパク質　20.2g

脂　　　質　18.7g

カルシウム　414mg

鉄　　　分　2.0mg

食塩相当量　1.4g

凍り豆腐のグラタン主菜

材 料（2人分）

凍り豆腐 ２枚

ブロッコリー 50g

しめじ 50g

玉ねぎ 1/2個

牛乳 350ml

バター ５g

顆粒コンソメ 小さじ１

片栗粉 小さじ２

水 小さじ２

ピザ用チーズ 30g
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長
野
県
で
の
ロ
ー
カ
ル
ラ
イ

フ
を
広
く
知
っ
て
も
ら
う
た

め
、
一
一
月
二
六
日
（
金
）
に
、

東
京
都
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ふ
る
さ

と
回
帰
支
援
セ
ン
タ
ー
で
楽
園

信
州
移
住
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、

長
野
県
へ
の
移
住
に
関
心
の
あ

る
都
内
の
方
を
対
象
に
、
田
舎

暮
ら
し
「
楽
園
信
州
」
推
進
協

議
会
が
企
画
し
た
も
の
で
、
生

坂
村
を
含
む
県
内
の
八
つ
の
市

町
村
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
今
回
「
な
が
の
で
楽
し
む
農

　
松
本
地
域
へ
の
移
住
を
考
え

て
い
る
方
向
け
に
、そ
の
地
域
で

の
暮
ら
し
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い

た
だ
く「
信
州
ま
つ
も
と
広
域

圏
　
移
住
体
験
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ

ア
ー
」を
一
一
月
二
七
日（
土
）に

開
催
し
ま
し
た
。
県
松
本
地
域

振
興
局
が
主
催
し
、
松
本
地
域

の
三
市
五
村
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
は
、オ
ン

ラ
イ
ン
会
議
ア
プ
リ「
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
」

を
活
用
し
、
ス
タ
ジ
オ
か
ら
各

市
村
を
中
継
し
、
現
地
の
映
像

や
先
輩
移
住
者
の
話
を
配
信
し

ま
し
た
。各
市
村
は「
創
業
」「
就

農
」「
子
育
て
」の
三
つ
の
テ
ー
マ

あ
る
暮
ら
し
～
秋
冬
物
語
～
」

を
テ
ー
マ
に
各
市
町
村
に
よ
る

長
野
県
で
の
農
あ
る
暮
ら
し
の

紹
介
や
移
住
相
談
の
ほ
か
、
実

際
に
都
内
か
ら
塩
尻
市
に
一
四

年
前
に
移
住
さ
れ
、
県
の
農
あ

る
暮
ら
し
相
談
セ
ン
タ
ー
で
農

業
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
務
め
ら
れ

て
い
る
山
村
ま
ゆ
さ
ん
の
お
話

を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
の
皆
さ
ん
、
大
変
熱

心
に
長
野
で
の
暮
ら
し
や
農
業

に
つ
い
て
お
話
を
聞
い
て
い
ま

し
た
。

に
分
か
れ
て
現
地
か
ら
中
継
を

行
い
ま
し
た
。

　
生
坂
村
の
テ
ー
マ
は「
就
農
」

で
、四
年
前
に
村
に
移
住
し
、農

業
公
社
の
新
規
就
農
者
研
修
を

経
て
ぶ
ど
う
農
家
を
経
営
さ
れ

て
い
る
星
野
卓
さ
ん（
大
日
向
）

に
ご
登
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。星

野
さ
ん
に
は
ぶ
ど
う
農
家
へ
の

就
農
の
経
緯
や
就
農
し
て
の
感

想
や
大
変
さ
、
や
り
が
い
な
ど

を
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
形
式
で
お
話

し
い
た
だ
き
ま
し
た
。「
就
農
す

る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
土
地

に
根
差
す
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、

地
域
住
民
の
理
解
と
協
力
は
不

可
欠
。地
域
の
農
業
・
暮
ら
し
を
担
っ

て
い
く
戦
力
と
し
て
、そ
の
期
待
に
応

え
ら
れ
る
よ
う
地
域
に
溶
け
込
ん
で

い
く
こ
と
が
重
要
」と
星
野
さ
ん
か
ら

貴
重
な
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
生
坂
村
男
女
共
同
参
画
講
演
会
が

一
一
月
一
四
日
（
日
）
や
ま
な
み
荘

大
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
講
演
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
防
止
の
た
め
、
定
員

五
〇
名
の
事
前
申
し
込
み
と
し
、
当

日
は
四
八
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
講
師
は
長
野
市
在
住
の
漫
画
家
、

段
丹
映
子
さ
ん
で
、
長
野
市
男
女
共

同
参
画
審
議
委
員
な
ど
も
務
め
た
経

験
も
あ
り
、
社
会
的
文
化
的
に
作
ら

れ
た
男
女
の
違
い
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」

に
つ
い
て
、
身
近
な
例
を
挙
げ
て
説

明
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
ま
で
当
た
り
前
に
思
っ
て
い
た

こ
と
や
、
慣
例
に
も
意
外
な
ジ
ェ
ン

ダ
ー
が
あ
る
。
そ
れ
に
気
付
く
こ
と

が
大
事
。
と
い
う
の
が
今
回
の
講
演

の
テ
ー
マ
で
す
。

　
人
は
十
人
十
色
、
互
い
に
相
手
を

思
い
や
る
こ
と
で
ジ
ェ
ン
ダ
ー
は
解

消
で
き
る
と
の
話
で
し
た
。

　
教
育
委
員
会
で
は
、
一
月
か
ら
三

回
に
わ
た
り
、
先
生
の
四
コ
マ
漫
画

「
小
さ
な
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」
を
広
報
紙

に
掲
載
し
ま
す
。
ま
た
、著
書
の
「
小

さ
な
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」
は
図
書
室
に
も

置
い
て
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ

さ
い
。

楽園信州移住セミナー楽園信州移住セミナー
信州まつもと広域圏信州まつもと広域圏

移住体験オンラインツアー移住体験オンラインツアー

生
坂
村
男
女
共
同
参
画
講
演
会

生
坂
村
男
女
共
同
参
画
講
演
会
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お子さんの予防接種は、お済みですか？

予防接種は、その病気の発症や重症化予防のため、またまん延防止（周りの人を守
る）のために行います。

公費（無料）でできる年齢は、ワクチンの種類ごとに期限が決められていますので、
手元に未使用の接種券（予診票）がある方は、期限内に受けられるようお願いします。

① ヒブ・小児肺炎球菌・四種混合（ジフテリア・破傷風・百日咳・ポリオ）
＊いずれも乳児期に３回接種した後、１歳過ぎてから４回目の接種を受けます。

② 水痘（水ぼうそう）
＊半年の間隔を空けて、２回接種をします。２回目接種を忘れずに。

③ 日本脳炎
＊３歳児に２回（Ⅰ期初回）、１年後に１回（Ⅰ期追加）、Ⅰ期追加接種の約５年後に
１回（Ⅱ期）と、計４回接種します。
なお、今年度はワクチンの供給量の関係により、Ⅰ期追加及びⅡ期に該当するお子さん
には、来年度以降に受けていただくようご案内しています。

④ ヒトパピローマ（子宮頸がん）ウイルス
＊小学校6年～高校1年の間（標準接種開始時期は中学1年時）に3回接種します。

２回目終了後、半年の間隔を空けて接種となりますので、接種開始時期に気を付けて
ください。
接種を希望される方は健康管理センターにご連絡ください。接種券を発行します。
接種料金は無料です。

① MR（麻しん（はしか）・風しん）
＊１歳～２歳になる前日までの１年、就学前の１年の間に計２回接種します。

② 水痘（水ぼうそう）
＊１歳～３歳になる前日までの２年間で、半年の間隔を空けて２回接種します。

③ DT（ジフテリア・破傷風）
＊11歳～13歳になる前日までの間に1回接種します。村では、小学校6年時に接種券を

発送しています。

うっかり忘れがちな予防接種

同じ種類で、間隔を空けて複数回接種する必要があるもの

公費で受けられる期間が比較的短いもの

いま一度、お子さんの母子健康手帳の予防接種欄をご確認ください。
未接種のものがあり、接種券が手元にない場合は、再発行をしますの
で、健康福祉課（☎0263-69-3500）までご連絡ください。

【健康福祉課】
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訓
練
で
は
、
上
野
巨
峰
団
地
で
の

火
災
を
想
定
し
、
犀
川
か
ら
取
水

し
て
、
各
地
点
に
小
型
ポ
ン
プ
八

台
、
ポ
ン
プ
車
一
台
を
配
置
し
、
約

一.

五
㎞
の
中
継
送
水
を
行
い
ま

し
た
。

　
中
継
送
水
は
、
山
間
地
で
あ
る
生

坂
村
に
お
い
て
必
要
不
可
欠
で
あ

り
、
有
事
の
際
は
迅
速
確
実
な
技
術

　
消
防
団
で
は
、
一
一
月
二
八
日

（
日
）
に
松
本
広
域
消
防
局
明
科
消

防
署
と
合
同
に
よ
る
中
継
送
水
訓
練

を
実
施
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
平
林
利
充
署
長
よ
り
、

小
型
ポ
ン
プ
自
動
中
継
弁
の
取
扱
い

に
つ
い
て
、
ご
講
義
を
い
た
だ
い
た

後
、
草
尾
地
区
へ
移
動
し
中
継
送
水

を
行
い
ま
し
た
。

　
一
一
月
二
七
日
（
土
）
の
午
前
八

時
三
〇
分
か
ら
、
高
津
屋
森
林
公
園

に
お
い
て
、
竹
林
整
備
講
習
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　
竹
林
所
有
者
だ
け
で
な
く
、
広
く

村
民
の
皆
様
に
竹
に
つ
い
て
関
心
を

持
っ
て
い
た
だ
く
た
め
開
催
し
た
と

こ
ろ
、
一
〇
名
の
方
が
参
加
さ
れ
、

竹
の
基
礎
知
識
や
竹
林
整
備
の
方

法
、
竹
チ
ッ
パ
ー
の
使
用
に
つ
い
て

学
び
ま
し
た
。

　
講
師
に
は
、
松
本
地
域
振
興
局
林

■
年
末
年
始
休
業

　
生
涯
学
習
施
設
た
ん
ぽ
ぽ
（
児
童

館
・
図
書
室
）
は
、
一
二
月
二
八
日

（
火
）
～
一
月
四
日
（
火
）
ま
で
年
末

年
始
の
休
館
と
な
り
ま
す
。
ご
利
用

の
際
は
、
ご
確
認
の
上
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

■
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
を
行
い
ま

し
た
。

　
今
年
度
一
歳
に
な
る
お
子
さ
ま

へ
、
事
前
に
ご
希
望
い
た
だ
い
た
絵

が
要
求
さ
れ
ま
す
。

　
近
年
は
熟
練
団
員
の
退
団
な
ど
に

よ
り
機
械
器
具
に
精
通
し
て
い
る
団

員
が
減
少
し
て
い
る
こ
と
と
、
団
員

の
確
保
が
難
し
い
状
況
の
中
、
今
回

の
訓
練
は
全
て
の
団
員
が
技
術
の
習

得
と
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
実

施
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
訓
練
や
講
習
会
、
予
防
消

防
活
動
に
取
り
組
み
、
地
域
防
災
の

要
と
し
て
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
村
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

本
一
冊
と
、
絵
本
バ
ッ
グ
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
ま
し
た
。

　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
「
な
の
は

な
」
に
て
一
二
月
一
五
日
に
村
長
よ

り
フ
ァ
ー
ス
ト
ブ
ッ
ク
の
絵
本
が
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。
絵
本
は
、
絵
の
視

覚
か
ら
だ
け
で
な
く
、
触
る
触
覚
や

読
み
聞
か
せ
を
し
て
も
ら
っ
た
時
の

聴
覚
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
の
五
感
を

刺
激
し
て
楽
し
む
こ
と
の
で
き
る

ツ
ー
ル
で
す
。

　
大
変
な
世
情
で
は
あ
り
ま
す
が
、

こ
ん
な
時
だ
か
ら
こ
そ
絵
本
で
親
子

の
ふ
れ
あ
い
の
時
間
を
た
く
さ
ん

も
っ
て
い
た
だ
き
、
絆
が
深
ま
る
こ

務
課
の
方
と
、
森
林
再
生
舎
の
平
林

氏
を
招
き
講
習
を
行
い
ま
し
た
。

　
参
加
さ
れ
た
方
か
ら
は
、「
竹
の

知
識
が
つ
い
た
」「
各
地
区
で
実
習

を
し
て
ほ
し
い
」
な
ど
の
意
見
が
あ

り
ま
し
た
。

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。図
書
室
に
は
、

約
三
千
冊
の
絵
本
が
あ
り
ま
す
。
お

子
さ
ま
と
一
緒
に
、
図
書
室
に
も
遊

び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

き
ま
し
ょ
！図

書
室

竹
林
整
備
講
習
会
を

竹
林
整
備
講
習
会
を

　
　
開
催
し
ま
し
た

　
　
開
催
し
ま
し
た

消
防
団
中
継
送
水
訓
練

消
防
団
中
継
送
水
訓
練
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生
坂
村
消
防
団
で
は
、
市
町
村
振

興
宝
く
じ（
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
）の
収

益
金
を
財
源
と
し
て
い
る
公
益
財
団

法
人
長
野
県
市
町
村
振
興
協
会
の
地

域
活
動
助
成
事
業
を
活
用
し
、
冬
期

の
訓
練
や
作
業
の
負
担
軽
減
を
図
る

た
め
、
防
寒
衣
七
〇
着
を
団
員
に
配

布
し
ま
し
た
。
令
和
四
年
度
も
引
き

続
き
整
備
を
す
る
予
定
で
す
。

　
こ
の
事
業
は
、
宝
く
じ
の
社
会
貢

献
広
報
事
業
の
一
環
と
し
て
、
地
域

社
会
の
健
全
な
発
展
と
、
住
民
福
祉

の
向
上
を
目
的
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

種
類
で
す
。
一
つ
目
は
肛
門
に
力
を

入
れ
て
、
力
を
抜
く
運
動
で
す
。
も

う
一
つ
は
、
両
足
の
太
も
も
同
士
を

開
い
た
り
閉
じ
た
り
を
繰
り
返
す
運

動
で
す
。
一
日
一
回
、
や
る
タ
イ
ミ

ン
グ
を
決
め
て
こ
の
体
操
を
行
う
こ

と
で
、
骨
盤
底
筋
が
鍛
え
ら
れ
、
尿

漏
れ
し
に
く
い
身
体
に
な
っ
て
い
き

ま
す
。朝
布
団
か
ら
起
き
上
が
る
前
、

お
風
呂
の
中
な
ど
、
ど
ん
な
場
所
で

も
良
い
の
で
、
一
日
一
回
、
実
践
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
三
つ
目
の
体
操
は
、
足
裏
か
ら
太

も
も
に
か
け
て
の
マ
ッ
サ
ー
ジ
で

　
毎
年
ご
好
評
い
た
だ
い
て
い
る
、

健
康
応
援
隊
天
野
先
生
の
「
か
ら
だ

の
中
を
動
か
す
体
操
」
が
今
年
度
も

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
六

月
か
ら
各
地
区
の
公
民
館
な
ど
に
お

じ
ゃ
ま
し
、
計
一
〇
回
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
初
め
て
の
方
は
も
ち
ろ
ん
、

毎
年
参
加
し
て
く
だ
さ
る
方
も
い
た

の
で
、
和
気
あ
い
あ
い
と
楽
し
く
開

催
で
き
ま
し
た
。
天
野
先
生
の
体
操

は
、
約
一
時
間
ゆ
っ
く
り
と
身
体
を

動
か
し
ま
す
。
足
腰
の
悪
い
方
は
、

椅
子
に
座
っ
て
行
っ
て
い
た
だ
く
こ

と
も
で
き
ま
す
。

　
天
野
先
生
に
ご
指
導
い
た
だ
い
て

い
る
体
操
を
、
い
く
つ
か
ご
紹
介
し

ま
す
。

　
ま
ず
は
正
し
い
呼
吸
法
か
ら
で

す
。
腹
式
呼
吸
を
意
識
し
て
行
い
ま

す
。
た
っ
ぷ
り
息
を
吸
っ
て
、
ロ
ー

ソ
ク
の
火
を
、
五
～
一
〇
秒
か
け
て

ゆ
っ
く
り
吹
き
消
す
よ
う
な
イ
メ
ー

ジ
で
息
を
吐
い
て
い
き
ま
す
。
ど
ん

な
体
操
を
す
る
時
も
、
こ
の
呼
吸
法

を
行
い
な
が
ら
体
操
を
し
て
い
く
こ

と
が
基
本
と
な
り
ま
す
。

　
次
に
、
年
を
取
る
と
年
々
衰
え
て

く
る
、
骨
盤
底
筋
を
鍛
え
る
体
操
二

す
。
昔
は
足
を
揉
む
こ
と
は
タ
ブ
ー

と
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
今
は
第
二

の
心
臓
と
よ
ば
れ
、
足
に
気
を
配
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
足
の
指
の
間
に

手
の
指
を
挟
み
、
優
し
く
指
圧
し
た

り
揉
ん
だ
り
し
ま
す
。
ふ
く
ら
は
ぎ

か
ら
太
も
も
は
自
身
の
手
の
甲
を

使
い
、
末
梢
か
ら
心
臓
に
向
か
っ
て

ゆ
っ
く
り
と
揉
ん
で
い
き
ま
す
。
膝

な
ど
痛
む
部
位
の
あ
る
方
は
「
頑

張
っ
て
動
い
て
く
れ
て
あ
り
が
と

う
。
痛
み
が
と
れ
ま
す
よ
う
に
。」
と

優
し
く
話
か
け
な
が
ら
マ
ッ
サ
ー
ジ

を
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
足
に
も
感

謝
の
気
持
ち
が
伝
わ
り
、
良
く
な
っ

て
く
る
そ
う
で
す
。
マ
ッ
サ
ー
ジ
を

行
い
足
の
血
流
が
良
く
な
る
と
、
転

倒
予
防
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
体
操

は
継
続
し
て
行
う
こ
と
が
大
切
で
す

の
で
、
ご
自
宅
で
行
っ
て
み
て
く
だ

さ
い
。

　
体
操
の
後
は
、
手
洗
い
や
塩
分
、

熱
中
症
対
策
に
つ
い
て
健
康
ク
イ
ズ

を
五
問
行
い
ま
し
た
。
み
な
さ
ま
健

康
意
識
が
高
く
、
正
解
さ
れ
る
方
が

多
か
っ
た
で
す
が
、
初
め
て
知
る
事

も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。来
年
も
健
康
、

生
活
に
役
立
つ
ク
イ
ズ
を
行
っ
て
い

こ
う
と
思
い
ま
す
。

　
健
康
応
援
隊
は
、
村
民
の
皆
様
の

元
気
な
暮
ら
し
を
応
援
し
、
毎
年

行
っ
て
い
ま
す
。
来
年
度
も
各
地
区

に
お
じ
ゃ
ま
し
一
緒
に
ぜ
ひ
身
体
を

動
か
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

宝
く
じ
助
成
金
で

宝
く
じ
助
成
金
で

　
　
防
寒
衣
を
整
備

　
　
防
寒
衣
を
整
備

健
康
応
援
隊
　
活
動
紹
介

健
康
応
援
隊
　
活
動
紹
介
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みんな笑顔でいただきまーす 
毎月１９日は「食育（しょくいく）の日」！ 

 

みなさんはご存じでしたか？２００５年に「食育基本法」が成立し、国では毎月１９日を

「食育の日」としました。 

―― 食育は生きる上での基本であって、知育・徳育・体育の基礎となる ―― 

“体育智育才育”は即ち食育なり・・・と明治時代の医師、石塚左玄氏が説いています。 

 

生坂村子ども保健委員会（生坂村教育委員会）では、食育を考えていただくため、下記の２つの事業を

実施しています。 

 

「わいわい楽しい食卓」事業 

生坂産の採れたてポテトを配布しました。 

 生活スタイルの変化等で孤食が進む中、生坂村

子ども保健委員会では、「子ども達に皆が一緒に食

べる喜びと食の大切さを伝えたい」と願い、昨年に

引き続き、子ども（小中学生）一人につきポテト２個

を配布しました。（７月実施） 

子どもたちが持ち帰ったポテトを使い、「作って」「揃って」「一緒に食べる」ことを通して、家族団らんの

時間が増えて「わいわい楽しい食卓」のひと時を大切にしてほしいと願い、事業を進めています。子ども

達とご家族そろって話す時間を大切にしていただければと願います。 

 

食について多くのことを知り、自分で考えて食を選ぶ力を身につ

け、健康的な食生活になるよう、実践できる力を養っていきましょう。 

 

 

 

「早めの帰宅促進」事業 

 「食育の日」の啓発事業の日に合わせて、職場から早めに帰宅する日として勧奨しています。 

目的として、①親子の絆、愛着形成促進 

②親子、家族の共有の時間確保促進  

③村内全域に「食育」に対する普及、意識付け、 

定着促進 を掲げています。 

子どもや家族と一緒に過ごす時間を作りましょう。一緒に調理

をしたり出来上がった料理を一緒に食べるなど食を育みましょ

う。 
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①おうちの人と一緒に作った 

②自分だけで作った 

③おうちの人に作ってもらった 

④作っていない 

①家族みんなで 

②家族の誰かと 

③一人で 

④食べなかった 

様々なご意見をいただきました。「家族揃って楽しい食卓」を見直す日のきっかけとしてぜひ

ご活用いただければと思います。来年度以降も継続予定です。よろしくお願いします。

ご回答いただき
ありがとうございました。 

①21%

②14%
③58%

④7%

食育の日「わいわい楽しい食卓」事業実施後アンケート 

＜子ども向け＞ 

Q．ポテトを使って料理をしましたか？ 

 

                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q.誰と食べましたか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜大人向け＞

《その他意見》 

 ・とてもありがたいです。一緒に作れたので更に楽しみが増えました。自分で作れるということが料理へ

の興味につながると思いました。 

 ・あまりに忙しかったので一緒にメニューを考えたり料理したりする時間は取れませんでした。子どもが 

  持ち帰ってきたので、何とか皆で食べようというのが精一杯でした。 

 ・我が家が農家なのであまり変化はありませんでした。 

 ・夕飯のメニュー決めに良いですね！助かります。今度は子どもに調理してもらおうかと思います。 

 ・自分でポテトサラダ作ったりしてくれました。 

 ・子どもが料理に興味を持ってくれたことが嬉しかった。 

 ・子どもたちの好きなカレーやポテトサラダに使え良かったと思いました。      （全て原文のまま） 

 

 

中学校小学校

小学校 中学校

増えた 変化なし その他

7 8 1

5 11 1

増えた 変化なし その他

①親子、家族の会話 7 16 0

②親子、家族が一緒にいた時間 5 17 1

 

 

 

 

（人）
 （人）
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国
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
よ
る
影
響
が
長
期
化
す
る
中

で
、
低
所
得
の
子
育
て
世
帯
に
対
し

生
活
の
支
援
を
行
う
取
り
組
み
と
し

て
、
支
給
要
件
を
満
た
す
対
象
の
方

に
児
童
一
人
当
た
り
五
万
円
の
特
別

給
付
金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

　
今
一
度
ご
確
認
い
た
だ
き
、
支
給

要
件
を
満
た
す
場
合
は
申
請
期
限
内

に
手
続
き
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◆
支
給
対
象
と
な
る
方

　
令
和
三
年
三
月
三
一
日
時
点
で
、

一
八
歳
未
満
の
児
童
（
特
別
児
童
扶

養
手
当
を
受
給
し
て
い
る
障
が
い
児

の
場
合
は
、
二
十
歳
未
満
）
を
養
育

す
る
方
の
う
ち
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
受
け
て
令
和

三
年
一
月
以
降
の
収
入
が
減
少
し
、

住
民
税
非
課
税
相
当
の
収
入
と
な
っ

た
方

◆
支
給
額

　
対
象
児
童
一
人
当
た
り
　
五
万
円

◆
申
請
手
続
き

　
次
の
書
類
を
住
民
課
の
窓
口
に
直

接
、
ま
た
は
郵
送
で
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

◦
子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別
給
付

　
廃
家
電
や
粗
大
ご
み
な
ど
、
ご
家

庭
の
ご
み
は
、
市
区
町
村
の
責
任
の

下
で
適
正
に
処
理
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
市
区
町
村
の
許
可
や
委
託
を

受
け
ず
に
ご
家
庭
の
ご
み
を
回
収
業

者
が
収
集
す
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
て

い
ま
せ
ん
。
無
許
可
の
廃
棄
物
回
収

業
者
は
利
用
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

【
違
法
と
疑
わ
れ
る
廃
棄
物
回
収
業

者
の
例
】

◦
車
両
で
巡
回
し
て
の
回
収

　
ス
ピ
ー
カ
ー
な
ど
で
放
送
し
な
が

ら
車
両
で
街
中
を
巡
回
し
、
廃
家
電

等
を
回
収
す
る
業
者
。
無
料
を
う
た

い
な
が
ら
、
運
搬
費
・
作
業
費
な
ど

の
名
目
で
料
金
を
請
求
す
る
事
例
も

あ
り
ま
す
。

◦
チ
ラ
シ
投
函
等
を
し
て
の
回
収

　「
○
月
〇
日
に
回
収
。
家
の
前
に

置
い
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。」と
い
っ

た
チ
ラ
シ
を
投
函
し
、
廃
家
電
な
ど

の
回
収
を
行
う
業
者
。
行
政
に
よ
る

回
収
の
よ
う
に
偽
装
す
る
チ
ラ
シ
も

あ
り
ま
す
。

金
（
ひ
と
り
親
世
帯
以
外
分
）
申

請
書
（
請
求
書
）（
※
）

◦
申
請
者
の
本
人
確
認
書
類
の
写
し

◦
受
取
口
座
を
確
認
で
き
る
書
類
の

写
し

◦
簡
易
な
収
入
見
込
額
の
申
立
書
ま

た
は
簡
易
な
所
得
見
込
額
の
申
立

書
（
※
）

※
印
の
書
類
は
、
郵
送
し
ま
す
の
で

ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。ま
た
、

村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し

て
い
ま
す
。

◆
申
請
期
限

　
令
和
四
年
二
月
二
八
日
ま
で

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
生
坂
村
役
場
住
民
課
生
活
環
境
係

　
☎
〇
二
六
三-

六
九-

三
一
一
三

◦
空
き
地
で
看
板
を
立
て
て
の
回
収

　
空
き
地
等
で
「
無
料
回
収
」
な
ど

の
の
ぼ
り
旗
を
立
て
て
、
住
民
・
事

業
者
が
自
ら
持
ち
込
み
、
廃
家
電
等

を
回
収
す
る
業
者
。
リ
ユ
ー
ス
目
的

と
う
た
い
な
が
ら
、
不
適
切
な
保
管

を
し
て
い
る
事
例
も
あ
り
ま
す
。

◦
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
広
告
を
出
し
て

の
回
収

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
回
収
の
案

内
を
掲
示
し
、
申
込
を
受
け
付
け
て

廃
家
電
等
を
回
収
す
る
業
者
。
出
張

費
な
ど
の
名
目
で
料
金
を
請
求
す
る

事
例
も
あ
り
ま
す
。

物
処
理
業
許
可
」
が
必
要
で
す
。
許

可
な
く
廃
棄
物
を
収
集
運
搬
す
る
の

は
違
法
行
為
で
す
。（
産
業
廃
棄
物

の
許
可
や
古
物
商
の
許
可
で
は
一
般

廃
棄
物
の
回
収
は
で
き
ま
せ
ん
。）

◦
不
法
投
棄
・
不
適
正
保
管

　
価
値
の
あ
る
製
品
、
部
品
を
売
却

し
、
残
っ
た
不
用
な
も
の
を
不
法
投

棄
す
る
例
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
適

切
な
環
境
対
策
を
行
わ
ず
に
処
理
し

て
有
害
物
質
が
環
境
に
放
出
さ
れ
た

り
、
不
適
正
に
保
管
し
て
火
災
が
発

生
し
た
り
す
る
例
も
あ
り
ま
す
。

「
子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別
給
付
金（
ひ
と
り
親
世

「
子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別
給
付
金（
ひ
と
り
親
世

帯
以
外
の
低
所
得
の
子
育
て
世
帯
分
）」の
申
請
を
お
忘

帯
以
外
の
低
所
得
の
子
育
て
世
帯
分
）」の
申
請
を
お
忘

れ
な
く
　
～
令
和
四
年
二
月
二
八
日
ま
で
～

れ
な
く
　
～
令
和
四
年
二
月
二
八
日
ま
で
～

違
法
な
廃
棄
物（
不
用
品
）

違
法
な
廃
棄
物（
不
用
品
）

回
収
業
者
に
注
意
し
て

回
収
業
者
に
注
意
し
て

く
だ
さ
い

く
だ
さ
い

【
違
法
な
廃
棄
物
回
収
の
問
題
】

◦
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル

　「
無
料
回
収
」
と
ア
ナ
ウ
ン

ス
し
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、

「
リ
サ
イ
ク
ル
料
」「
積
込
料
」

な
ど
の
名
目
で
高
額
な
費
用
を

請
求
さ
れ
、
消
費
生
活
ト
ラ
ブ

ル
に
つ
な
が
る
例
も
あ
り
ま

す
。

◦
無
許
可
営
業

　
一
般
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る

廃
棄
物
を
収
集
運
搬
す
る
に

は
、
市
区
町
村
の
「
一
般
廃
棄
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空
き
家
問
題
や
所
有
者
不
明
土
地

問
題
を
難
し
く
し
て
い
る
原
因
の
一

つ
に
相
続
登
記
未
了
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
相
続
登
記
に
は
申
請
期

限
の
定
め
が
な
か
っ
た
た
め
、
残
念

な
が
ら
長
期
間
に
わ
た
り
相
続
登
記

を
放
置
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
少
な
く

な
い
こ
と
が
社
会
問
題
化
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
令
和
三
年
四
月

二
八
日
に
相
続
登
記
の
義
務
化
を
定

め
る
法
律
が
公
布
さ
れ（
令
和
三
年

法
律
第
二
四
号
）、公
布
後
三
年
以
内

の
政
令
で
定
め
る
日
に
施
行
さ
れ
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
長
野
県
司
法
書
士
会
で
は
、
以
前

か
ら
相
続
登
記
の
重
要
性
を
訴
え
る

た
め
の
活
動
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。そ
し
て
、相
続
登
記
を
促
進
さ

せ
る
た
め
に
は
、
村
民
の
皆
様
に
相

続
手
続
き
へ
の
関
心
を
高
め
て
い
た

だ
く
こ
と
が
最
も
重
要
で
あ
る
と
考

え
、
毎
年
二
月
を「
相
続
登
記
は
お

済
み
で
す
か
月
間
」
と
定
め
、
相
続

登
記
の
啓
発
活
動
に
力
を
入
れ
て
ま

い
り
ま
し
た
。
今
般
の
相
続
登
記
の

義
務
化
の
法
律
改
正
に
伴
い
、
問
い

合
わ
せ
も
増
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
た
め
、
本
年
度
も
県
内
各
司
法
書

士
事
務
所
に
て
相
続
登
記
無
料
を
受

け
付
け
ま
す
。

◆
日
時
　
令
和
四
年
二
月
一
日（
火
）

～
二
月
二
八
日（
月
）

　
毎
日
午
前
九
時
～
午
後
四
時

　
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
を
除
く

◆
場
所
　
県
内
各
司
法
書
士
事
務
所

◆
相
談
料
　
無
料

◆
予
約
　
相
談
す
る
司
法
書
士
事
務

所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

◆
相
談
例

・
相
続
登
記
は
し
な
い
と
い
け
な
い

の
・
実
家
が
相
続
登
記
を
せ
ず
に
空
き

家
と
な
っ
て
い
る

・
相
続
人
の
中
に
行
方
不
明
の
人
が

い
て
遺
産
分
割
協
議
が
で
き
な
い

・
法
定
相
続
情
報
証
明
制
度
に
つ
い

て
教
え
て
ほ
し
い

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
長
野
県
司
法
書
士
会

　
☎
〇
二
六-

二
三
二-

七
四
九
二

村の業務 年末年始カレンダー村の業務 年末年始カレンダー

年月日

事務・施設など

令和３年１２月 令和４年１月

25（土）26（日）27（月）28（火）29（水）30（木）31（金） 1（土） 2（日） 3（月） 4（火） 5（水） 6（木）

役場：一般事務 休み（１２／２９～１／３）

　　：戸籍事務 ○年末年始の休み中でも、「出生・婚姻・死亡届・
埋火葬の許可」などの受け付けは、役場

（☎６９－３１１１）で行っております。　　：埋火葬許可事務

火葬場業務 休み（１２／３１～１／３）

社会就労センター 休み（１２／２９～１／４）

やまなみ荘 年末年始も通常営業します。 休み

いくさかの郷 休み（１２／３１～１／４）

かあさん家 休み（１２／３１～１／４）

加工施設 休み（１２／２９～１／３）

歯科診療所 休み（１２／２８～１／５）

社会福祉協議会 休み（１２／３０～１／３）

保育園 休み（１２／２９～１／４）

なのはな 休み（１２／２９～１／３）

Ｂ＆Ｇ海洋センター 休み（１２／２７～１／４）

児童館 休み（１２／２８～１／４）

小学校・中学校 休み（１２／２５～１／６）

村営バス（周回バス） 休み（１２／３１～１／３）

◆
お
悔
や
み

◆
お
悔
や
み

　
申
し
上
げ
ま
す
◆

　
申
し
上
げ
ま
す
◆

平
林 

木
美
夫 

さ
ん（
86
歳 

上
生
坂
）

橋
浦 

　寛
司 

さ
ん（
68
歳 

上
生
坂
）

大
澤 

　由
弘 

さ
ん（
94
歳 

上
生
坂
）

寺
島 

　澄
雄 

さ
ん（
79
歳 

日

　岐
）

大
澤 

　重
子 

さ
ん（
95
歳 

上
生
坂
）

各種手続き、ご用のある場合は早めに済ませましょう。

相
続
登
記
は

相
続
登
記
は

お
済
み
で
す
か
月
間

お
済
み
で
す
か
月
間
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平林建設（株）

野沢建設（株）

牛越組

（有）中山組・役場

平林建設（株）・役場

（有）中山組

１０ｃｍ以上

３０ｃｍ以上

１５ｃｍ以上

山間部で降雪が１０ｃｍ以上、その他平坦地で１５ｃｍ以上、３０ｃｍ以上で、着色表示の
路線を下記業者等により除雪を行います。なお、表示のない村道及び高齢者世帯の出入り口
等については各区で協力し合い除雪をお願いします。

（有）中山組・平林建設（株）・役場

（有）石川組

 

今年も雪の季節がやってきました。村では、通勤・通学などの道路交通の安全を確保するために、道路の

除雪を行います。効率よく除雪を行うためには、村民の皆さんのご協力が必要です。次の点にご注意いただ

き、除雪作業にご理解、ご協力をお願いします。 

１．除雪作業にご協力をお願いします 

 除雪作業は山間部で降雪が10ｃｍ以上、その他平坦地で15ｃｍ以上、30ｃｍ以上と路線毎の基準によ

り除雪を行います。除雪路線でない道路や歩道、高齢者世帯の周辺などは各区で協力し合い除雪をお願いし

ます。 

２．各戸の出入り口部分の除雪をお願いします 

 除雪車が通過した後は、除雪された雪が玄関先をふさいでしまいご迷惑をおかけしますが、これらの雪の

除排雪は各家庭で道路脇に寄せるなど、ご協力をお願いします。 

３．路上駐車はやめましょう 

 除雪作業の際に、路上駐車された車があると作業の遅れ、その周辺の 

除雪ができないことや、事故につながる恐れもありますので路上駐車は 

絶対にやめましょう。 

４．道路にはみ出している樹木等の撤去について 

 樹木などが道路にはみ出していると、除雪作業に支障をきたすこともありますので、伐採などの適切な管

理をお願いします。 

５．道路に雪を出さないでください 

 除雪した道路に雪を出すことは、交通の妨げになることはもちろん、交通事故のもとにもなります。また、

屋根から落ちた雪は、各戸で早めの除去をお願いします。 

※ 凍結防止剤（塩カル）の配布について 

 歩行時の転倒やスリップ防止などの対策として、村内各所に凍結防止剤を配布しています。初回のみ役場

で配布しますが、必要になった場合は役場に用意してありますので、お手数ですが常会長さんまたは常会長

さんが依頼した方が取りに来てください。（１回２～３袋までお渡しします） 

 また、時期によっては村で管理している凍結防止剤の在庫が著しく少なくなる場合がありますので、その

際は１回でお渡しできる数が少なくなる場合がありますのでご了承ください。 

除雪に関するお問合せ先 

  ・村道  役場 振興課 建設係      ☎0263-69-3112 

  ・国道  長野国道松本出張所       ☎0263-25-5752 

  ・県道  松本建設事務所 維持管理課   ☎0263-40-1965 

 

 

 

 

 

水道管の凍結を防ぐため、保温材や凍結防止帯を巻くなど、外気から水道管を保護

してください。また、不凍栓は蛇口を全開にしてから完全に閉めてください。 

なお、長期間家を留守にする場合は、閉栓・水抜きをしてください。 

              水道に関するお問合せ先 

役場 振興課 建設係  ☎0263-69-3112 

 

 

 

１．除雪作業にご協力をお願いします 

２．各戸の出入り口部分の除雪をお願いします 

３．路上駐車はやめましょう 

４．道路にはみ出している樹木等の撤去について 

５．道路に雪を出さないでください 

※ 凍結防止剤（塩カル）の配布について 

除雪に関するお問合せ先 

水道に関するお問合せ先 
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★
お
め
で
と
う

お
め
で
と
う

　
　
　
　  

ご
ざ
い
ま
す

ご
ざ
い
ま
す
★

平林建設（株）

野沢建設（株）

牛越組

（有）中山組・役場

平林建設（株）・役場

（有）中山組

１０ｃｍ以上

３０ｃｍ以上

１５ｃｍ以上

山間部で降雪が１０ｃｍ以上、その他平坦地で１５ｃｍ以上、３０ｃｍ以上で、着色表示の
路線を下記業者等により除雪を行います。なお、表示のない村道及び高齢者世帯の出入り口
等については各区で協力し合い除雪をお願いします。

（有）中山組・平林建設（株）・役場

（有）石川組
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中山　瑛
えい

太
た

 ちゃん（1歳）
日岐／雅博・雅子さん

お散歩大好き

こんげつの

いい顔

　
集
落
支
援
員
の
佐
久
間
で

す
。
三
才
に
な
っ
た
息
子
の

保
育
園
の
送
り
迎
え
に
行
く

と
、
全
て
の
命
に
親
が
い
る

事
に
気
が
付
き
ま
す
。
親
と

な
り
子
を
通
し
て
観
る
世
界

の
一
つ
一
つ
が
目
新
し
く
、ど

こ
か
懐
か
し
さ
に
も
包
ま
れ

て
い
ま
す
。
目
の
前
の
世
界
を
感
知

し
、
識
別
し
、
そ
れ
を
上
手
く
言
葉

と
す
る
息
子
の
成
長
し
て
い
く
姿
に
、

バ
タ
バ
タ
な
僕
の
日
常
生
活
は
一
度

停
止
さ
れ
、
心
か
ら
豊
か
な
気
持
ち

と
希
望
を
感
じ
ま
す
。
厳
し
い
冬
を

耐
え
抜
く
と
、
ま
た
我
が
家
に
は
新

し
い
命
が
産
ま
れ
ま
す
。
お
か
げ
様

で
生
坂
村
で
の
子
育
て
や
仕
事
、
衣

食
住
に
も
恵
ま
れ
ま
し
て
、
か
け
が

え
の
な
い
日
々
に
感
謝
の

気
持
ち
で
満
た
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
さ
て
今
年
も
大
好
き
隊

で
、
や
ま
な
み
荘
に
て
イ

ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
設
営

を
し
ま
し
た
。
僕
が
メ
イ

ン
で
担
当
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
エ
リ
ア
で
は
、間
伐
し

た
竹
や
、
川
で
流
木
を
拾

い
、
明
か
り
を
灯
し
ま
し

た
。
見
飽
き
た
竹
も
改
め

て
注
目
す
る
と
真
っ
す
ぐ
、

し
な
や
か
で
、
見
飽
き
た

流
木
も
や
っ
ぱ
り
曲
線
や

木
肌
が
美
し
く
、
そ
こ
に

ヒ
ト
が
明
か
り
を
灯
す
こ
と
で
独
特

の
空
間
が
創
造
さ
れ
ま
し
た
。イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
と
言
え
ば
、
夜
で
す
が
、

昼
に
見
て
も
、目
に
留
ま
る
様
、そ
ん

な
創
造
的
な
空
間
を
意
識
し
ま
し
た
。

芸
術
と
言
っ
た
ら
大
袈
裟
で
す
が
、

自
身
の
感
覚
に
働
き
か
け
る
様
は
喜

び
で
、軽
快
に
手
を
動
か
し
ま
し
た
。

　
二
月
末
ま
で
点
灯
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
ど
う
ぞ
暖
か
い
格
好
で
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　
光
は
美
し
く
希
望
を
感
じ
ま
す
。

今
こ
の
瞬
間
を
生
き
る
子
供
の
様
で

す
。
あ
ら
ゆ
る
命
と
自
然
や
社
会
が

調
和
し
、
平
和
で
穏
や
か
な
日
々
を

祈
り
ま
す
。

　
来
年
も
、
ど
う
ぞ
大
好
き
隊
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。そ
れ
で

は
、良
い
お
年
を
お
迎
え
く
だ
さ
い
。

（通巻103号）
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「
ひ
か
り
」

「
ひ
か
り
」


